2012年の黙示録

2004.3.10 初版　⇒　2006.6.20　初版第５刷とWEB参考

1）この本を読むにあたっての著者の見解：預言(予言)として信頼できるのは
①｢日月神示(⇒ひふみ神示)｣日月神示とは：いわゆる自動書記現象で昭和19年6月10日､岡本天明という人物に神が懸かって､漢数字を中心とした文字を強制的に書くようになった｡その現象が16年間も続いて生まれたのが日月神示｡当初は､天明本人が読んでも､何が書かれているか全くわからなかった｡原文を解読し漢字仮名交じり文に書き直されたものは、特に「ひふみ神示」(一二三神示)と呼ばれる。1990年代の初め頃より神典研究家で翻訳家の中矢伸一の著作等により広く一般にも知られるようになった。
②｢大本神諭｣および出口王仁三郎によるその他予言書
③新約聖書　　　　　　　　　　以上の３つではないか｡
・これ以外にも､部分的には旧約聖書､エドガー・ケーシー､ポール・ソロモン､ノストラダムスなどの預言(予言)も参考にすべき点はあるが､それぞれ一長一短があって…｡
2）原典、詳細はWEB版｢フツ―の人が書いた黙示録ＨＰへ｣(以下小見出しもハイパーリンクへ)
《 この本がお伝えしていること 》【目次】
①《 火宅編 》現代社会の行き詰まり現象を直視しよう
②《 失速編 》お金で量ってきた｢豊かさ｣は蜃気楼でした
③《 混迷編 》もはや現代文明の破局は避けられません
④《 覚醒編 》終末現象のなかで私達は試されるのです
⑤《 希望編 》｢光の子｣を目指すための､あっと驚く確かな処方箋
■ ｢光の子」になるための条件とは
■ 仏教は最先端科学の内容をすでに知っていた
■ 人間の意識がモノの波動に影響を与える
■ ｢波動の法則」が人生を左右する
■ 食べ物の波動も肉体や心に影響している
■ 朱に交われば赤くなる
■ ｢夢が実現する」という成功哲学には要注意
■ 潜在意識の中身は普段は認識できない
■ 水に書いた文字、砂に書いた文字、岩に書いた文字
■ カルマは気づきのために表面化する
■ 病気の原因は潜在意識にため込まれた心の癖
■ 健康に執着するのは病気願望と同じことになる
■ 自分で蒔いた種はすべて自分で刈り取れる
■ 見ざる、言わざる、聞かざる
■ 波長を高めるための秘訣は「与える」こと
■ 他者の喜ぶ顔を見ることができる幸せこそ富
■ 自分がしてほしいと思うことを隣人に施す
■ ｢向上心(学ぶ)」も波長を高めていくうえで不可欠
■ 同じアホなら踊らな損、損｡　⇒「楽しむ」

■ 愛とは見返りを求めずに与え続けること
■ 与えたものは必ず返ってくる
■ 個は全体のために　全体は個のために
■ これから人のカルマに基づいて選別が始まる　他
⑥《 預言編 》終末に関する預言(予言)を審神(さにわ)した
■ 預言（予言）に見る終末についての記述
■ 神の国の到来を予言する言葉
■ 終末には光の尾を引いた星が現れる
■ 大患難のフィナーレは「暗黒の３日間」
■ 世の終わりにはどんな前兆があるのか
■ イエスは新しい時代が始まるまで登場しない
■ 日月神示が教える終末の生き方
■ 味方同士が殺し合うこともある
■ 肉体があるうちに改心しておくことが大切
■ 善いと感じたことをすぐ行なうのがミタマ(身魂)磨き
■ 神示を読めば心のホコリがとれる
■ ｢金で世を潰してミロクの世と致す」
■ 獣となる人は同胞を食べることもある
■ 人に知られぬように善いことを積め
■ 人は死ぬときの想念のままの世界に住む
■ 一度死ななければ生き返れない
■ 幽界に行く人は二度と帰ってこれない
■ 住む家も、着るものも、食べる物もなくなる
■ 子が天国で親が地獄ということもある？
■ 改心しない人には地獄への道が明るく見える
■ 人間は何を食べるべきか
■ 神と人間が一体になって次元アップする
■ １日に１０万人が死ぬようになる
■ 東京はどうしても火の海になる？
■ 人は四つん這いになって這い回る
■ 終末における日本の国の役割
■ ２０１２年からミロクの世がスタートする
■ 終末現象の中で必ず起こる２つのシナリオ
■ 救世主が雲の上に引き上げて助けてくれる？
■ 肉体のまま霊界に行くことができる
■ 国民が背番号で管理されるようになる
■ 世界の警察アメリカが、まず管理国家となる
■ ｢神の国」とはどういう世界なのか
■ ２００３年からがいよいよ正念場
⑦《 奥義編 》人類のカルマはどうすれば清算できるのか 
■ プロローグ　　■ 人は神になるための道程である
■ カルマはなぜ生まれるのか
■ カルマはどうすれば解消することができるか
■ 人類は清算できないほどのカルマを抱えてしまっている
■ 過去のカルマをなくすにはどうすればよいのか
■ 懸念、残念、執念、怨念はマイナスの波動
■ 人の意識は人類の集合的無意識とつながっている
■ 人の意識がつながっていることが実験で証明された
■ 人類の意識の乱れが地球の波動を乱している
■ 潜在意識(超意識も)という魔法の国に住む波動大魔王
■ 波動大魔王を思い通りに働かせる方法
■ 潜在意識王国はどのような働きをしているのか
■ 人は自分の人生を自ら選び取っている(※自己責任)
■ 人生に登場してくる悪役に感謝できるか
■ サタンにも破壊役としての大事な役割がある
■ 潜在意識の中のカルマを浄化する方法
■ カルマを解消する黄金のルール⇒過去と今に感謝
①《 火宅編 》現代社会の行き詰まり現象を直視しよう
■ 地球はいま病める星になってしまった
■ ゲームに興じる“豊かな国”の国民
■ 世界の人口は１０億人が限度？
■ 地球の異変はまだ続くのか
■ 人類はいま｢火宅の人｣の状態にいる
・特に､世界トップレベルの物質的な繁栄を極めたわが国においてこの傾向は著しいといえる｡
・周りが火の海になりつつあるというのに､未だに古い価値観にしがみつき､広がる火の手を消す意欲もない‥‥というより､なぜ火が燃え広がっているのか､その原因がわからないから､消し方もわからない｡
・せめて自分だけでも火傷をしないようにと､首をすくめ､身をかがめるのが精いっぱいという感じだ｡そのうち誰かが火を消してくれるだろう､それまではひたすら辛抱するしかない､という考えかもしれない｡しかし､最も火の近くにいる人から､既に次々と犠牲者が出始めている｡(～P19)
■ 地球は自らの病を癒している 
・近年､多発するようになった地震や洪水など地球の異常気象も､宇宙的視点から見れば､地球が病気を癒し､輝ける星になるためのプロセスということができる｡人間の病気と同じで､体内にある病気の原因を退治するために症状が出ている｡それは､人類に何かを気づかせようとする働きとも言える｡
・今日､人類を混迷の縁に追いつめている経済面と地球環境面の変化は､すべて人間の心(集合無意識)の反映だ｡これからも､天災､人災(戦争､内乱､テロ､大事故)､未知の病､など､地球が健康体に生まれ変わるために必要な出来事が次々に起こってくることだろう｡一見悲惨な姿に見えるが､それらはすべて宇宙の秩序の中で進行していくドラマ、別の言葉で言えば､｢地球と人類の進化のために必要なステップ(しかも､最終ステップ)｣ということになる｡
■ これから地球と人類の次元アップが始まる 
・まもなく地球と人類､そしてこの地球上のすべての生き物､物質が丸ごと次元アップする｡今はそのための産みの苦しみをしていると思ってよい｡まず､経済のカタストロフィー(大災害､破局)に始まり､戦争､病気､食糧難､天変地異など､人類はこれからさまざまな｢産みの苦しみ現象｣を実体験することになる｡(～P21)
■ 今回のカタストロフィーは現人類の卒業式 
・『ホピ族の神話より』　(以下『神々の指紋』より)
最初の世界は人類の過ちのため､
天と地下からの火ですべてが燃やされ破壊された｡
第二の世界の場合は､地球の軸がひっくり返り､
すべてが氷で覆われた｡
第三の世界は世界的な洪水で終わった｡
現在は第四番目の世界だ｡
この時代の運命は､
人々が創造主の計画に沿う行動をとるかどうかで決まる｡
■ アメリカ(※西欧型？)社会の肉食文化が地球を滅ぼす
■ 日本の崩壊も止められない段階に
■ 黙示録の時代がやってきた
■ 予言ブームにピリオドを打たせたノストラダムスの予言
■ 危機を煽るだけの予言は意味がない
■ もう地球と人間社会の崩壊を止めることはできない
■ 予言にはどんな役割があるのか 
・これだけの情報化社会にならなかったら､予言は極一部の人の目にしか触れなかっただろう｡予言を信じるか否かは別にして､この時代の日本に生まれたことに感謝しなくてはいけない気がする｡
・聖書では､ノアは衆生に｢神の裁きがあるので準備せよ｣と言ったそうだが､誰も耳を傾けなかったという｡その結果､多くの人が洪水で命を失った｡その後､人間は未来に対処すべきいろいろな方法(占い､予言)を考えてきたが､未だにこれといった決め手となるものを持てていない｡(～P32)
■ いま時間がスピードアップしている 
■ 聖母予言(※参照)はサタン系列からのメッセージ？ 
■ 銃口に首を突っ込んで､世界が笑っている
・もはや､｢持続可能な(sustainable)状態｣などあり得ない｡
・人口増による食糧問題も大変深刻だ｡原子力発電所から排出される放射能廃棄物はどのように処理されるのだろうか｡地球上から急速に姿を消しつつある何万種の生き物と､そのことによって変わりつつある生態系の問題も､私達の予測を超えた事態を生み出すことになるはずだ｡
・いま直面している事態を冷静に分析できる目をもつ人間から見れば､｢のんきに笑っている場合ですか？｣と言いたくなるだろう｡…

・ただ､事態はすべての人の目の前で起こる｡人類は無知のまま“ゆで蛙”のように滅びの道をたどるのか､それとも気づきを得て芋虫から蝶に羽化するのか､いまその重要な岐路に立たされているというのが私の認識だ｡(～P38)
②《 失速編 》お金で量ってきた｢豊かさ｣は蜃気楼でした
■ 悲観的な未来しか見えない時代 
■ 現代社会はどこで間違いを犯したのか 
・人間社会は意図せずして行き過ぎた｡過ちの部分とは､
一つは西洋文明が中心となって自然を敵視したこと＝自然との調和をはかるのでなく､征服しようとしたこと
・次が､人間中心主義で考えてきたこと＝自然環境をはじめ地球に棲息する生き物は人間のためにある(西洋文明)
・科学の力を過信しての物質本位の考え方に行き詰まり｡
例えば人の体を単なる物質ととらえ､その部品としての内臓を修理し取り替えれば病気も治せるといった考え方｡
■ 私達はマスコミに飼い慣らされつつある
■ 金持ちになることが成功と考える異様な社会
■ 人間がお金に踊らされている
■ お金が幅を利かせる社会は壊れていく
■ 経済成長は本当に必要なのか
■ 民主主義の弊害が日本を壊している
・このように､神(絶対)を見失った人間が､大衆(相対)を主人公として絶対視しようとしたのが民主主義なのだ｡民の一人一人が神に近い存在であれば民主主義は｢神主主義｣となるが､民がエゴ(我良し)の集まりであれば､それは悪魔に牛耳られてしまう(歴史が証明済み)｡
・数の論理は少数意見や声の小さい者の正しい意見をもはねのける力の論理だ｡多数決は悪魔の方程式といってよいだろう｡｢皆がそう言っているから｣と思考停止してしまう人は､これからの時代に生きのびることは難しいのでは｡
■ 家庭の崩壊はなぜ起こったか
・自らしつけられなかった者は親になっても我が子をしつけらない､ということで､｢乱れ｣のエントロピーは進む｡女性と男性の役割が不明確になった結果は､めぐりめぐって自分たちに返ってくる｡いまは多くの家庭で､老後は老夫婦だけの生活となり､子供や孫たちとは隔離され､心を癒す場がない｡昔は老人の面倒は身内が見るのが筋だったが､いまはほとんどの家庭にその体制がなくなってしまった｡
■ 子どもをしつける役割を放棄した家庭と学校
■ 私達が求めてきた豊かさの正体とは
・私達の身の回りにモノは満ちあふれていますが､日本人の心は貧しくなる一方だ｡
・欧米型の暮らしを夢見て努力してきた(中流をめざしてきた)結果として得たものは､モノに囲まれていながら豊かさを感じられないという哀れな姿だった｡(～P55)
③《 混迷編 》 もはや現代文明の破局は避けられません
■ プロローグ
■ 素晴らしい時代到来の予感
・いま､人類始まって以来の
素晴らしい時代の到来が予感されている｡
しかし､そのまえに
大きな困難が待ちかまえているらしく‥‥｡
私達にできること――それは､気づくことだ｡
世の中を動かしている力､メカニズムに気づくことは
とても大切なことなのだ｡
・そして､つぎには
その気づきを周りに伝え､広げることだ｡
いつの日か､その気づきの輪は大きく大きく広がって
この世界を変える力を生み出す｡
そのとき､私達自身がこの世界と一緒に進化するのだ｡
気づくこと――それは心の扉を開けることだ｡
そのためには､いままでに詰め込んできた思い込みという雑多な知識を一度外に出してしまうことが必要だ｡
必要なこと､必要な知識はそれほどたくさんはない｡
本当に必要な知識を受け入れたとき本当の世界が見えてくる｡新しい世界が見えてくる｡あなたに､一度自分の考えを否定してみるという､ほんの少しの勇気さえあれば‥‥｡
■ 人類はすでに破局の扉を開けてしまった
・世界の人口爆発と異常気候による食糧不足､その食糧を巡っての国と国､人と人との争いはもはや避けることはできないと思われるが､予言にもそのことは述べられている｡
・食糧自給率が先進国の中では最低水準の我が国(日本)の場合､事態はさらに深刻だ｡それに地震や洪水などの天災が加わり､治安が乱れ､政治はますます混乱する､といった最悪の事態も想定しておく必要があるだろう｡
■ 未来のシナリオは確定しているのか
■ 個人の努力で未来は変わる？
・この『アガスティアの葉』の内容はでたらめであるという本が出された(『アガスティアの葉の秘密』パンタ笛吹・真弓香・共著／たま出版)｡まだ真贋は判断できないが､私はためらうことなくパンタ氏の本に軍配を上げる｡これにより個人の努力で未来は変わる､との考え方が復活した｡
■ 人は明るい未来を期待して予言や占いに関心を示す
■ 予言の世界も玉石混淆
■ 日本も陰の世界政府のコントロール下に入っている
■ マスコミの要人も秘密諜報組織に狙われている
■ 日本人は食べ物が手に入らない事態に遭遇する
■ 予言の内容は変えられないのか
■ 未来の出来事の起こる時期はわかるのか
・さまざまな予言に目を通したが､はずれた｢ノストラダムスの予言｣にある｢1999年７の月｣以外に､未来の出来事の起こる時期を明確に示した予言が少ない｡ただ､マヤの予言はマヤ暦に基づいて今回の終末をきっちり予言している｡
・西暦に当てはめると2012年12月22日で暦そのものが終わってしまっている｡私がいまこの｢黙示録｣を思い切って公表する気になったのは､そういう新しい情報などによって､終末の時期がいつかということに自信をもてるようになったということなのですが‥‥｡
■ 解読された予言は回避できるのか
・私のようなフツ―の人間がここで声を大にして終末の到来を訴えてもほとんどの人はそれを信じることなく､やがて迎える終末のカタストロフィーのときにはそのことを記憶にも留めていないことだろう｡そういう意味では予言を信じるか信じないかということもその人の運命

■ 世界最強の国を裏から操作する巨大な力
■ 現文明社会のカタストロフィーは避けられない
・個人のカタストロフィーは病気や災難｡地球のカタストロフィーは､地軸の移動などによる大天変地異だろう｡ひところは彗星の衝突がその引き金になるといわれていたし､さまざまな予言にもそのような記述があるが､最近では地球のフォトン・ベルトへの突入が引き金になるという説も(有力？になっている)｡あるいはその二つが同時に起こるのかもしれない｡いずれにしても､地球の次元アップのためのカタストロフィーは避けられないということだ｡
④《 覚醒編 》 終末現象のなかで私達は試される
■ 人類のカルマの清算日が近づいている
■ 進化のための｢産みの苦しみ｣の時代が始まる
■ 自分の心の中が相手に筒抜けになる
・新しい時代は隠し事のできない時代になるようだ｡すべてのものの波動が繊細になるので､すぐに伝わってしまうということだ｡私達人間も物質としての肉体を脱ぎ捨てるので､波動がより高精度になっていく｡だから､心に思ったことがすぐに実現し､また相手にも波動として伝わってしまうということだ｡言葉も必要ないと言われている｡今日的に知られているテレパシーなどと同じ状態をいう｡
・新しい時代に向けて次元アップできるのは､自分の心の状態が周りの人に筒抜けになる状態のなかでも,無理なく生きられる人､そういう状態こそすばらしいと思える人ということになる｡もちろん､現時点では人は大なり小なり秘密にしたい内容を持っていると思われる｡自分の心に一点の曇りもない人､瞬間的にも他人やこの世の中の出来事を疎ましく思ったり､不愉快に感じたことはない､という人は少ないと思う｡だから､これからいろいろと終末現象を体験していくなかで､私達は新しい時代に備えて､心の持ち方の訓練をしなくてはならない｡
■ これからお金が力を失っていく
■ 家屋敷が没収される時代の到来か？
・私達が波長を高めるためには､お金やモノに対する執着心をなくすということが欠かせない｡それがどうしてもできない人は､ある力によって強制的にそのことを気づかされることになる｡
■ 心の備えのない人は厳しい試練に直面する
■ カタストロフィーの引き金となるのは何か
■ 隠された事実が明るみに出される時代
・気になるのは､終末のもう一方の主役(悪役)である陰の世界政府が､
①いつそれをスタートさせるのか､②何をきっかけとするのか､③それに続いて何を起こすのかということ｡世界で唯一霊的に澄みきった日本という国を目茶苦茶にするのが彼らの大きな目的のひとつだから､隣国から武装難民が多数押し寄せるような状況をつくり､国土の破壊と略奪などを働くことも考えられる｡いま､その準備は九分通り完成しているとみるべきだ｡
・社会の表面には出ていないが､日本人の中にも陰の世界政府の手先はいるから､終末現象の演出家としてさまざまなシミュレーションを行なっているに違いない｡(～P84)
■ カタストロフィーは人類の気づきのために準備される
・次は立て直し役として､日本民族の出番と言われている｡が､それまでには一大カタストロフィーが私達を襲う｡想像を超える天変地異や､場合によっては核戦争も起こるかもしれない｡
・そういう混乱を経過して､新しい地球､新しい時代が幕を開ける｡私達に必要なことは､そのカタストロフィーをけっして恐れないことだと言われている｡(～P86)
■ 私達は極限的状況の中で何かを気づかされる
・まもなく起こる地球の一大カタストロフィーは､人類の意識の転換のために準備されたもの｡病気を恐れ､取り乱す人にとって､それは死にも値する恐怖と苦しみになるだろうう｡しかし､事態を冷静に受け止め､心からこれまでの生き方を反省し､新しい(本当の)生き方に目覚めた人にとっては､それは恐怖ではなく､むしろ感謝すべきこととなる｡大変動のあとは喜びあふれる希望の時代となるから｡
・人類はみんなそろって進化(脱皮)のときを迎えている｡
・さまざまな形で地球を訪れている宇宙存在たちも､地球が大きな進化のときを迎えていることを知っているという｡
・しかし､地球のことは地球人が､そして一人ひとりが自ら気づき､雛が卵を内側からつつくように､自分から外に出る意志を示すことが必要なのだ｡まさに｢啐啄(そったく)の機｣の教え通り､自ら外に出る意志を示したとき､宇宙存在や､霊的高次元の存在からの援助の手が差し伸べられる｡そのためには今回の終末の意味を理解しておくことが大切｡(～P86)
■ 終末現象の中で人は試される
・人によっては､地震や洪水などの天災によって大切な仲間(家族､友人､恋人など)を失うという､大変悲劇的な事態を経験することにもなる｡
・この時点で､まだ人の命がこの世限りだと思っている人にとっては､それは生き地獄ともいうべき悲惨な事態になるだろう｡
・しかし､価値あるものを失う前にこの終末の意味を理解できた人は､目の前で繰り広げられるカタストロフィーを恐れ､慌てる必要はない｡私達はもともと霊的な存在であり､物質の破壊・消滅によって何も失うものはないということが理解できるからです｡この終末のカタストロフィーを経験することによって､ちょうど芋虫が蝶になるように､物質肉体を脱ぎ捨て､永遠の安らぎと歓喜の世界へ飛翔するだけなのだ｡
・そのことに気づき､心から信じられるようになること､つまり悟ることが､新しい時代への準備なのだ｡(～P89)
■ 極限的状況の時に､人は仮面の下の顔を見せる
■ 肉体的生命が助かるというわけではない
・あらゆる予言は､｢助かる人はどこにいても助かる｣と言っている｡助からない人はどこへ逃げても助からない｡
・どうやら､この肉体生命が助かるということではないような気がしませんか｡このことの意味が理解できる方は､まず助かる可能性の高い方だと思う｡出口王仁三郎が残した『伊都能売神諭』には､｢みろくの世になって神国に住むことのできる日本の人民は5,670万人となる｣と書かれている｡今の人口の半分が助かるという計算になる‥｡(～P92)
■ 宗教団体に入ると救われるのか
■ 予防注射の意味を知っていると痛みに耐えられる
・この(予防注射の)たとえのように､｢終末｣の意味を知っていることは非常に大切｡そして､そのためにこれからどのような心の準備をしていけばいいのかが分かっていれば､まさに万全だ｡粛々と終末現象を眺めていけるはずだ｡
・カタストロフィーを目の前にして取り乱さないこと､死の恐怖にかられないことがとても大切だ｡私達は､どのような心理状態で死を迎えられるかが､その後の世界を規定すると言われている｡死ぬときの波長が次の世界を決めるのだ｡恐怖心に覆われたマイナスの波動のまま物質世界を離れることになれば､次元アップした高い波動の世界の住民になることはできないのだ｡
■ あなたはどのような死に方をするのか
・病気､事故､天災､戦争､――何が原因となるにせよ､人の死に方は､その人がどういう生き方をしてきたかを示す履歴書だ(人生の表情が表れる)｡死の瞬間の心の状態が死後の世界(霊的世界)の状態を決める｡恐怖､後悔､未練などから心を解放し､感謝､喜び､希望の気持ちで人生を締めくくることが大切だ｡死ぬときにどういう波動を発するかで次の行き先が決まるのだ｡我良し(自分さえよければよい)の動物的波動は地獄的世界へ行ってしまう｡また､霊的世界に対する理解がなく､死ねば終わりといった考え方をしている人も波動の高い世界には行けない｡ということは､次元アップした新しい地球の住民にはなれないということ｡この終末を起点として､地球は大きな進化を果たし､地獄的波動の世界はなくなる。波動の粗い人はその人に合った粗い波動の他の星へ移り住むことになるだろう｡この地球で生を共にした仲間とも別れることになる…｡(～P95)
■ 人よりも一歩早く､自分で足を踏み出すこと
・どれだけ他に与えたか､他を幸せにしたか､世の中に貢献したかということが｢光の子｣となるための大切な指標だ｡
それが分かれば､今ならまだ｢光の子｣しか乗れない新時代行きの列車に間に合うかも知れない｡この文章に出会ったあなたは､その列車の切符の買い方は理解できたはずだ｡
・実際に切符を購入し､改札口を見つけ､ホームを間違わずに列車に乗り込むことができるかどうかはあなたの決断にかかっている｡もちろん､そうしなかったことによる結果もあなた自身が責任をとらされることになる｡
・気づきは自分に任されている｡他人はだれもそれを強制できないから｡というわけで､｢ノホホン｣と｢ノー天気｣では新しい時代に向かうことはできない｡人よりも一歩早く､自分で足を踏み出すこと――､それが進化のための切符を買うということなのだ｡(～P97)
■ １４万４千人が人類を導く
・｢朱に交われば赤くなる｣という波動の法則によって､周りの多くの人たちが新しい時代に向けての次元アップを果たしやすくなる｡
・私も､大半の人は日本人やネイティブ･インディアンの中に散りばめられていると思う｡その人たちは物欲も名誉欲もないに等しい人たちだから､今日の社会で有名であったり､地位の高い人であったりせず､むしろその逆である可能性が高いはずだ｡その人たちがこれから存在感を高め､多くの人を導いてくれるということだ｡(～P98)
■ ＵＦＯの救いを期待する気持ちは間違い
■ 終末はユダヤが破壊役､日本が建設役
・ユダヤ思想は物質文明の象徴として､西欧社会を支配してきました｡日本の神道(宗教組織としての狭義の神道ではなく､神ながらの道のこと)は精神文明の象徴として､東洋思想の源となっている｡
・日本人が古来の思想(この世界のすべてのものに神が宿っているという考え方)に立ち返るとき､世界は救われるということだ｡宇宙から地球に来ている進化した存在も､応急措置的に援助してくれるかもしれないが､地球のことは地球人が自らやらなくてはいけないのだ｡それは､親や兄姉が幼い子どもの宿題をやってあげても､その子どもの学力はつかないから意味がないということと同じだ｡(～P101)
■ サタンの最後の標的は日本 
・地球(世界)の生まれ変わりのカギを握るのは日本なのだ｡
・アメリカナイズされた今の情けない日本でなく､本来の日本(大和の国)だ｡それを阻止するために､サタンは霊的に澄みきった日本の国土と言葉を汚すことを狙っている｡
・その手先となっている陰の世界政府は､日本の破壊によってこの世界の支配が完了すると考えている｡(～P102)
■ 日本はなぜ狙われるのか 
・サタンが日本を狙う理由は､日本が世界のひな型となっていることを知っているから｡日本が乱れると世界が乱れるのだ｡地形的にも日本は世界の縮図のようになっている｡気候までが不思議と対応しているのだ｡(～P104)
■ ｢日本はユダヤに支配されている｣という意味 
■ 私達の意識は地球とつながっている 
・いま､私達と同じ生き物である地球の自然治癒力が､天変地異を引き起こしている｡その病気の原因は､人類の｢悪想念｣｡実は私達人類の集合無意識と地球の意識はピッタリつながっているのだ｡人間の意識の総和が地球の意識に影響し､現象として現れたものが天変地異現象だ｡
・｢一念三千｣と言う言葉がある｡私達が石ころを蹴ると､その影響は宇宙全体におよび､宇宙の果てで何かが起こるだろうと言われている｡静かな湖に石を投げ込むと､その波紋がどこまでも広がっていくのと同じイメージだ｡宇宙に存在する物はすべてつながっているのだ｡
・ということは､私達一人ひとりの心の動きが地球に影響を及ぼしているということだから､その｢心の状態｣＝｢意識｣を高めていくことが､いま非常に大切になっている｡
・意識を高めるとは､まず地球に対する感謝の気持ちを取り戻すこと､そして､これから迎える新しい時代に対する期待の気持ちをふくらませること｡
・地球も私達も新しく生まれ変わり､素晴らしい時代がやって来ることを信じること｡そのことが地球自身の覚醒を早め､生まれ変わりをスムーズにしてくれる｡(～P107)
■ 終末においてサタンにはどのような役割があるのか
・彼らはおそらくこれから地球の次元アップが起こることも､ある程度は知っているに違いない｡神の計画や､宇宙存在､あるいは地球に近づいている彗星のことなども‥‥｡
・そういう事実から大衆の目をそらし､撹乱するために､最後の悪あがきをしているように思える｡予言によると､神界では既に結論が出ていて､サタンはこの終末において霊的に封印されるようだ｡(俗な言葉で言えば､再び地獄の釜にフタ)｡人類を惑わすサタンの動きが封じられてしまう｡
・そこで､サタンは人間を道連れにするために､神を信じない人間､あるいは深く考えることのできないノー天気な人間を増やそうと必死になっているのだ｡(～P109)
■ 終末を彩る二つのシナリオが進行している 
・新しい時代の実現に向かって２つのシナリオが同時進行している｡一つは神のシナリオ､もう一つはサタンの〃｡
・多分西暦2012年12月22日に大団円を迎えることになる｡その時までに､人類は神人(光の子)と獣(闇の子)に分けられる｡神に近い心を持っている人は､より神に近づき､サタンに近い心の持ち主は､進化が遅れるだろう｡(～P111)
■ サタンは人類に気づきを与えるために悪役を演じている 
■ サタンは人間を使って終末を演出する 
■ 月や火星にも人は住むことができる
⑤《 希望編 》｢光の子｣を目指すための､あっと驚く確かな処方箋
■ ｢光の子｣になるための条件とは
・｢今どんな生き方をしているか｣ということ｡私達のこれまでの生き方が慣性となって､現在の生き方に大きく影響しているのは確かだが､ここで勇気を持って価値観の転換をはかるならば､｢過去｣は｢現在｣を束縛することはできない｡なぜなら､私達には｢今｣という時間しかないから｡
・｢今｣を変える決意さえあれば､｢過去｣は私達の生き方に干渉することはない｡
・ただし､過去に犯してきた過ちに気づき､その過ちを軌道修正する決断は必要だ｡無反省であってはいけない｡
・タバコ｢一本の誘惑｣のたとえ(～P116)
■ ｢光の子｣になれないのはどんな人か
① ｢人生は一回限りだから､好きなことをやって､楽しんで死ななきゃ損｣という考え方で生きている人｡
② 霊界や異次元などの神秘な世界の存在を認めず､科学ですべてが解決・解釈できると考えている人｡(死後の世界を信じることができないので､死ぬことを非常に恐れる)
③ お金や権力､名誉などに対する執着心が強い人｡
④ 何事に対しても感謝の気持ちが少なく､いつも不平不満を口にし､他人や世の中の悪口ばかり言っている人｡
⑤ 自分の健康状態を異常に気にし､すぐに病院や薬を頼りにする人｡
⑥習慣的に肉食をしている人（私個人の見解）(～P119)
■ 仏教は最先端科学の内容をすでに知っていた
・般若心経はこの｢空即是色｣の後に｢受想行識亦復如是｣という言葉が続く｡｢受想行識｣はセットになった言葉で､物質的現象を意味するする｢色｣に対して｢精神的作用｣を総称したもの｡｢受｣は感覚､｢想｣は想念､｢行｣は意志､｢識｣は認識｡｢亦復如是｣は､｢～もまた同じものだよ｣と言う意味｡つまり､私達の感覚も想念も意志も認識も､みんな波動だといっている｡これも最先端の現代科学がいっていることと同じ｡
・この理解を得ると､難解な仏教もフツーの人の頭で解釈できるようになる｡(～P122)
■ 人間の意識がモノの波動に影響を与える
言葉以上に私達が注意しなくてはいけないのは､私達の想念､すなわち心の持ち方なのだ｡これを仏教的にいえば｢念｣といい､心理学的には｢意識｣といっている｡ここでも仏教と現代科学(心理学)は全く同じことをいっている｡
・まず心理学では､意識には｢顕在意識｣と｢潜在意識(※その奥にある超意識も含む)｣があり､さらにその深層には人類の｢集合的無意識｣があると分析している｡そして､仏教でも全く同じ内容を､｢眼耳鼻舌身｣の五感と､｢意｣としての｢マナ識｣､｢アラヤ識｣という言葉で表現している｡
・｢私達の言葉や心が､まわりにどのような影響を及ぼすのか｣という点に絞って考えてみよう｡これを便宜上｢波動の法則｣と呼ぶことにします｡(～P123)
■ ｢波動の法則｣が人生を左右する
波動の法則の一つとして｢類は友を呼ぶ｣という大法則がある｡同じような振動数(周波数)のものは引き寄せ合うという性質がある｡
・わが国には｢笑う門には福来る｣｢泣き面に蜂｣といった諺があるが､これらはその大法則をうまく表現している｡最近では｢プラス思考｣｢マイナス思考｣という言葉を使ってこの法則を解説する書籍がたくさん出されている｡(～P125)
■ 食べ物の波動も肉体や心に影響している
・その人が普段口にしている食べ物も､人の波長に大きな影響を及ぼす｡食べ物の持つ波動は肉体の細胞を変えていくからだ｡何を食べるかということは私達の波長を高める上で非常に大きな意味を持っている｡(『魂の記憶』喰代栄一・著／日本教文社)　⇒修行僧･ヨガ行者･教祖様の例
・また､｢類は友を呼ぶ｣の大法則によって､私達は自分の波長に合った食べ物を嗜好するということが言える｡甘い物に目がない人はますます甘い物を求めるようになり､肉食中心の生活をしていると､ますます肉が食べたくなるというわけだ｡その悪循環を断ち切るためにはどちらを先にするかということになるが､まず食べる物をコントロールすることに挑戦するべきだ｡
・心の調律ができて､使う言葉もプラス思考のものになっていけば､自然と食の好みも変わるかも知れないが､食べ物の嗜好は簡単には変わらないものだ｡タバコの喫煙癖の例と同じで､｢１本の誘惑｣に弱い人は､この終末の選別で合格できない可能性が高いということだ｡
・今日では､肉食は私達の健康面からみてもよくない食べ物であることがわかっているが､私は､人の波長を粗くするという側面を問題視している｡
・皆さんにぜひお勧めしたいのは｢穀物菜食｣だ｡つまり､米､大豆､野菜など､畑や田んぼでつくられる作物､および椎茸などのキノコ類､そしてヒジキや昆布､海苔などの海藻類がベスト｡どうしても動物性蛋白質をとらないと不安になる方は､魚を､それも丸ごと食べられる小魚を食べるようにした方がよい｡(日月神示－中矢伸一著)(～P127)
■ 朱に交われば赤くなる
・｢共鳴の法則｣がある｡｢朱に交われば赤くなる｣という諺がその性質をうまく表現している｡音の波動で考えるとわかりやすい｡２つの音叉を並べて､その片方を叩いて音を出すと､やがてもう一つの方も同じように音を出し始め､共鳴するようになる｡波動はすべからくこのように同調する性質を持っている｡つまり､強い波動が他に影響を与え､同調させるということだ｡
・人も波動だから､マイナス思考の人､あるいは悪想念に満たされた人たちのなかに入っていると､やがて自分もその人たちの影響を受け､マイナス思考､悪想念に染まってしまう｡昔から｢付き合う友だちを選びなさい｣といわれるのは､波動が影響を受けるからだ｡
・もう一つの波動の法則である｢類は友を呼ぶ｣という性質によって､なぜか気の合う仲間は自分と同じような波長の人間になってしまいがちだ｡
・死んで肉体を離れたとき､霊界で地獄的世界に行く魂は､何も生前の行為の罰を受けて､エンマ様からそこに行かされるのではなく､自分の持つ波長に同調する世界に引きつけられるということだ｡同じように､終末においても人は自らの波動の状態で､自動的に行く世界が決まる｡
・終末現象のなかでは地球そのものの波動がレベルアップするので､人の波動は今のまま留まるのではなく､より同調しやすい方に引っ張られる｡二極分化が起こるといわれているのはそのことだ｡粗い波動に引き寄せられ｢朱に染まる｣か､それとも次元アップした高い周波数の波動に引き寄せられるか､どちらかを強制的に選ばされることになる｡これまでは再び人間に生まれ変わってきて､新たな気づきを得て周波数を高めることができたが､新しい地球では生まれ変わることができなくなるといわれている｡
■ ｢夢が実現する｣という成功哲学には要注意
・私達の言葉や想念(心､意識)は､私達自身に対して､あるいは私達の周りの人やその他の生き物､物質などに対して影響を与える｡また､食べ物や行動も私達自身の波動に影響を及ぼす｡行動のことを｢～らしく振る舞う｣というふうに考えてみる｡
・｢自分は寒さに弱い｣という意識を持っている人は､冬になると｢厚着をする｣という行動をとる｡あるいはまた｢暖房器具に頼る｣という行動をとる｡つまり､｢寒さに弱い人らしく振る舞う｣のだ｡意識が行動を左右している｡
・逆に､行動も波動だから､意識に働きかける力を持っている｡寒さに弱い人のように振る舞えば､ますます寒さに弱くなり､｢自分は寒さに弱いのだ｣という意識を強化することになる｡｢悲しいから泣くのでなく､泣くから悲しくなるのだ｣という考え方があるように､行動が意識を形成していく一面も見逃せない事実だ｡
・聖書でもイエスキリストが｢強く信じることは実現する｣と教えている｡強く信じるためには､実現した姿を思い浮かべ､｢実現してしまったように振る舞うこと｣が大事な要素となっている｡しかしながら､｢信念の力｣とでもいうべき心の法則を誤って使用すると､大変悲惨な結果になる場合がある｡
・例えば､どうしてもまとまったお金がほしいと｢１千万円を手に入れる｣という信念を強めていると､願いは実現しても､そのお金は愛する我が子が交通事故で死亡し､その保険金として手に入ったということにもなりかねないのだ｡
・｢こうすればお金持ちになれる・夢が実現する｣という成功哲学の本は､その理解が不十分であると大変な落とし穴があることだけは心に留めておいてほしい｡
・この世で成功するとか､お金持ちになるとかいうことに執着する心の持ち方は､卒業しなくてはいけない(～P130)
■ 潜在意識の中身は普段は認識できない 
■ 水に書いた文字､砂に書いた文字､岩に書いた文字 
・恨みや不安､怒りなどの気持ちを抱いたまま眠りにつくと､その気持ちはますます強化され､目が覚めたときにはさらに強い恨み､不安､怒りなどの気持ちとして意識されることになる｡そして､｢類は友を呼ぶ｣の法則の通り､現実の世界でもさらにそのような気持ちにさせる出来事を引き寄せてくることになり､それはまた潜在意識にため込まれ､成長していくという悪循環に陥ることになる｡
・眠りにつくときにまだ気持ちの整理がつかないものを残しておくと､その気持ちは潜在意識にしっかり刻まれることになる｡ここまでくると消すことのできないカルマとなり､病気や事故といった現象として形を現してくる｡これを､岩に書いた文字と表現している｡
・夜寝るときに､その日の出来事を振り返り､人を恨む気持ちがあればその人を許し､また恨みの気持ちを抱いたことを反省し､わびることだ｡
・また､このような気づきを与えてもらったことを感謝し､｢ありがとうございました｣とお礼が言えれば､悟りの境地と言えるだろう｡最初は｢ありがとうございました｣を何十回も唱えてから寝るというふうに､形から入ってもよい｡
・同じように､不安な気持ちが心を占領しているときは､｢大丈夫｣｢きっとうまくいく｣｢もう解決した｣といった言葉を何度も口ずさんだあとで眠りにつくことをお勧めする｡これは宗教が教えている内容ではなく､潜在意識がどのような働きをするかという科学的理解に基づいた処方箋で､私自身も実践してきたことだ｡(～P135)
■ カルマは気づきのために表面化する(カルマを解消するためのゴールデンルール) 
・カルマを解消するゴールデンルールの一つは､すでに述べてきたように､｢新しいカルマをつくらないこと｣だ｡そのためには､普段から最低でも｢砂に書いた文字｣をきっちり実践していくことが大切｡
・つぎに､それでも現れてくるカルマ(嬉しくない出来事)については､それは私達に気づきを与えるための神の配慮(天の配剤)だと思って､むしろ感謝して受けとめることだ｡
・病気に感謝し､自分や身内の不幸と思える出来事にも感謝するのだ｡大変ムゴい話のように思われるかもしれないが､これこそが新しいカルマをつくらないためのとっておきの秘訣なのだ｡⇒『ツキを呼ぶ魔法の言葉』
・私達の回りで起きるできごとはすべて､自分の魂の進化のために必要なことなのだ､と理解することだ｡｢だからありがたいことなのだ｣と理屈ぬきに感謝してしまうのだ｡そしてお礼を言う｡そのことによって潜在意識の中に畳み込まれていた良くない心の習慣は次第に浄化されていく｡
■ 病気の原因は潜在意識にため込まれた心の癖
■ 健康に執着するのは病気願望と同じことになる
・健康の問題に限らず､一番大切なことは､常に満足と感謝の波動を発信することだ｡すでに必要なものが与えられ､満たされているという気持ちから､常に感謝の気持ちをもつことが大切｡身の回りに起こることはすべて私達にとって必要なことであり､それがベストの形で与えられたと考えることができるようになれば､私達が｢あれをください､これをください｣といちいち指図をしなくても､スーパーパワー(宇宙創造神)はすべてをお見通しで､必要な時に必要なものをちゃんと与えてくださる｡(～P138)
■ 自分で蒔いた種はすべて自分で刈り取れる
・しかし､私達がもし悪い種を蒔くならば､その結果としての悪い実は､当然私達自身で収穫しなくてはならない｡そこには神様の特別の配慮が入り込む余地はない｡カルマの清算はすべて自分でするというのが宇宙の決まりなのだ｡
・私達はこれまで､普段自分がどのような種を蒔いているかということについて無頓着だった｡私達の｢身(行動)・口(言葉)・意(想念)｣が波動として潜在意識に蓄積されるという事実を知らなかったからだ｡いまはそのメカニズムがわかったから､私達はよりよき人生を生きるために､普段からよい種を蒔くように心がけなくてはいけない｡(～P140)
■ 見ざる､言わざる､聞かざる
・カルマを作り出す悪い種とは､悪い振る舞い(身)､悪い言葉(口)､悪い想い(意)である｡悪いことを見ても､聞いても､言っても､その波動はすべて私達に影響を与えるのだ｡
｢見ざる､聞かざる､言わざる｣という言葉があるが､人から悪口を聞かされたり､人を不幸に陥れるような行為を目撃したりすることによっても､私達の波動は影響を受けてしまうおそれがある｡まして､同じ内容を何回も見たり聞いたりすれば､そこに共鳴の法則が働いて､いつしか私達の波動が同調してしまうのだ｡(～P142)
· 波長を高めるための秘訣は｢与える｣こと
・よい種を蒔き､波長を高めるために必要な最初のキーワードは｢与える｣ということだ｡人は誰でもまず身近な人に何かを与えることから始める｡母親は我が子に母乳を与える｡父親は仕事を通じて家庭に生活の糧を持ち帰り､家族に与える｡どちらも家族に対して｢愛情｣を与えている｡それは家族が自分の分身だからだ｡自分と同じ価値ある存在だから､自分を愛するのと同じように､愛情をたっぷりと注ぐことができるのだ｡
・他者の幸せを祈る気持ちは波動となって､この宇宙に刻まれ､やがて同種の波動を引き寄せ､大きなうねりを作っていく｡それが､これまで何度か説明してきた｢100匹目のサル｣現象を生み出し､私達のこの地球を美しい星に生まれ変わらせる力を強めてくれるのだ｡
・波長を高めるための第一の秘訣は｢他者の幸せを願う｣と表現しておきましょう｡
■ 動物は人間の食べ物として準備されたのか
■ 他者の喜ぶ顔を見ることができる幸せこそ富
■ 自分がしてほしいと思うことを隣人に施す
■ ｢向上心｣も波長を高めていくうえで欠かせない
・波長を高めるために必要なキーワードの２つ目は｢学ぶ｣ということだ｡
・各預言(予言)が教える人類進化の方向は､一つは｢愛｣ということだが､もう一つ大切なものとして｢智恵｣をあげている｡この２つの心のベクトルが一つになったとき､人は本当の進化を実現できるのだ｡
・｢愛に満たされた優しき人になれ｣ということだけならば､アメリカのネイティブ・インディアンの本来の生き方が最も素晴らしいものだっただろう｡地球を大切にし､狩りをするときも自分たちが必要とする以上の無駄な殺生はしなかった｡自然との調和をはかり､長老の知恵に従って平和に生き､科学や文明の発達ということからは無縁の､平穏な暮らしができただろう｡(～P149)
■ 同じアホなら踊らな損､損 
・｢与える｣｢学ぶ｣に続き､私達の波長を高めるための３つ目のキーワード､それは｢楽しむ｣です｡ただし､いまの社会で多くの人が体験しているような､娯楽や刹那的な快楽のことを言ってるのではない｡
・これからの時代に｢楽しむ｣べき分野とは､やはり芸術性のある世界だろう｡簡単にいえば｢美の探求｣ということだ｡(～P151)
■ 愛とは見返りを求めずに与え続けること
・波動を高めるための生き方について
｢与える｣｢学ぶ｣｢楽しむ｣が大事なキーワードだ｡
それは､多くの預言(予言)にもあるように､波動でつくられたこの世界の大切な要素(つまり創造主の意志)が｢愛｣であり､｢智恵｣であり､｢真・善・美｣ということだからだ｡
・イギリスで初めての女性首相となったサッチャーさんは､在任中に｢あなたの人生で大切なものはなんですか｣と問われて､｢それは愛です｡愛とは､見返りを求めずに与え続けることです｣と即座に答えたと言われている｡｢鉄の女｣と呼ばれ､仕事の中では妥協を許さない厳しい方だったようだが､その心の哲学は｢他者への愛｣ということだった｡
・宇宙の法則となっている｢愛｣とは｢見返りを求めずに与え続けること｣
・私達はこれまでの人生で､常に何かを手に入れる努力を続けてきた｡お金をはじめ､高価でかっこいい車､…立派な家､他者からの賞賛やよい評価､社会的な地位・名誉､安定した生活､などなどを､私達の心を豊かにしてくれるものと考えて求めてきた｡自分自身と､自分が愛する少数の身近な人たちのために‥‥｡
・しかしながら､これからの時代はその生き方は通用しなくなった｡この地球上のすべての存在に対して､私達は｢愛｣を示す必要がある｡なぜなら､それらすべての存在は一つにつながっていることがわかったからだ｡他者に与えることは自分に与えること――多くの宗教が教えてくれたことが､いま科学的にも証明され､普通の人の頭で理解できるようになった｡
・｢愛｣が形をとるとき､それは｢与える｣行為となる｡仏教ではそれを｢慈悲｣と呼び､与えることを｢布施｣と呼んでいるが､これはお金や物を与えることだ｡しかし､そういう形のあるものでなくても､私達は他者に与えることができると説いている｡それを｢無財の七施｣といって､｢和顔(にこやかな表情)施｣｢言辞(優しい言葉)施｣など７つが｢他者に与えるべきもの｣として説かれているのです｡この中には含まれていませんが､一番価値があるのは｢法施｣であり､｢真理｣を教えることだとされている｡つまり､人に気づきのきっかけを与えるということだ｡
・神の意志が人の進化である以上､私達はつねに向上心を持って学び､真理や美の世界の探求を続け､それを楽しみ､喜びとすることが望まれているのだ｡(～P152)
■ 与えたものは必ず返ってくる
・｢与える｣という行為も波動として見ることができる｡その波動は｢類は友を呼ぶ｣という法則によって､与えた側にも同じ波動を引き寄せる｡つまり､私達が見返りを求めなくても､与えたものは返ってくるということだ｡
・私達が他者の幸せを願って与えたものは､今度は私達自身が他者の立場となり､私達の幸せを願う波動として返ってくるのだ｡というより､同じ波動を引き寄せる｡
・だから､前に述べた｢情けは人のためならず｣という諺は､波動の法則から見ても真理を語っている｡｢人を呪わば穴二つ｣も同様です｡他者に｢死ね！｣という強い念を与えた結果､その同じ念が返ってきて､自分も死ぬことになるわけだ｡この宇宙はさまざまな波動で満たされているから､私達が発信した波動と同じものが必ず返ってくることになる｡
・幸か不幸か､この物質世界は時間という枠に縛られているため､返ってきた波動がすぐに形をとるわけでなく､一定の時間の間隔がおかれる｡そのために､因果関係がわかりにくいという欠点にもなってきた｡しかし､これからは時間のスピードもますます速くなっていくから､その時間のスピードに合う形で波長を高められない人は､潜在意識にため込まれた悪い波動が表面化するチャンスを失い､終末のカタストロフィーのときに一度に吹き出してしまうことになるだろう｡それは大変悲惨な形をとるのではないかと思われる｡(～P155)
■ Each for All. All for Each.
Ｅａｃｈ ｆｏｒ Ａｌｌ． Ａｌｌ ｆｏｒ Ｅａｃｈ．
・｢一人は万人のために｡万人は一人のために｣という言葉の英文はこのようになっている｡大元はラテン語だと言われているが､定かではない｡私はこの日本語訳に多少異論を持っています｡西洋から来た言葉ですから､本来の意味はそれでいいのかもしれませんが､この表現のなかのどこにも｢人(People)｣という言葉がないことにこだわっているのだ｡
・私は｢個は全体のために､そのとき全体は個のために｡(個を大切にする｡個に感謝する｡個を守る)｣という意味ではないかと思っている｡｢個(Each)｣も｢全体(All)｣も必ずしも｢人間(People)｣に限定するものではないから｡(～P156)
■ これから人のカルマに基づいて選別が始まる
・波動の法則とカルマの関係は理解できたか｡
・私達はいま｢終末｣というゴールに向かってラストスパートをしようとしている｡競馬に例えるならば､第四コーナーを回って直線コースに入ってきた状態と言える｡これからは脇見をしたり､力を抜いたりすることは許されない｡ゴールへ向かって一直線に全力疾走しなくてはならない｡
・私自身のこれまでの人生を振り返ってみると､物欲は普通の人より少なかったと思う､人間関係においては煩悩にまみれた人生を歩いてきた｡田舎育ちで人間音痴だったため､意図せずして､あるいは自覚のないままに､多くの人を傷つけてきたことと思っている｡深く反省している｡そのことが私自身のカルマとなって､この人生を作り上げてきたのだと理解している｡清算すべきカルマは､まだまだたくさん残っていることだろう｡
・いま終末というゴールを目の前にして､はたしてこれからの新しい時代に､新しい地球とともに生きることのできる人間として選ばれるのかどうかは､私にもわからない｡ただ､これまでの人生で得た(与えていただいた)多くの気づきをもとに､大切だと思う真理の一つひとつを実践していきたいと思っている｡もちろん､それは｢助かりたい｣｢選ばれる側になりたい｣という浅はかな気持ちからではない｡(もしそんなことを思ったとしても､神様はすべてお見通しだからまったく意味のないことだ)
・私がたびたび感じる神の意志は､｢楽しみながら自分を磨け！｣｢他人様(世の中)の役に立て！｣｢この地球を何よりも大切に考えよ！｣ということだ｡そして､｢先のことをいろいろ思い悩まず､今を大切に生きよ！｣という声が聞だ｡
・それは､ひょっとしたら母なる地球の声を､私を導く霊的な存在が耳打ちしてくれているのかも知れない｡
　浜までは　海女も簑着る　時雨かな
海にもぐればどうせ濡れるとわかっていても､その体に簑をかけて雨から守る海女さんの気持ち――その気持ちを見習っていきたいと思っている｡(～P159)
・終末を前にして､人類社会に冷たい雨が降り注いでいる｡私達が愛する母なる地球も､やがては生まれ変わりのための大きなカタストロフィーの中で､人類の英知が築いてきた文明そのものを破壊してしまうことになるだろう｡
・その予感は十分にしている｡その時が本当に2012年なのかはわからない｡しかし､けっして遠くないと思っている現文明は間もなく壊れてしまうだろう｡
　‥‥が､最後のその時まで､私は今のこの地球を大切にし､人間はもちろんそこに息づく多くの生き物､小動物や植物､山や海や川といった自然にいたるまで､大切に大切にしていきたいと考えている｡精いっぱいの感謝の波動で返していきたいのだ｡
⑥《 預言編 》終末に関する預言(予言)を審神(さにわ)した
■ 預言(予言)に見る終末についての記述
・預言(予言)として信頼できるのは､まず第一が｢日月神示(ひふみ神示)｣､そして｢大本神諭｣および出口王仁三郎によるその他の予言書､新約聖書の３つではないか｡
・これ以外にも､部分的には旧約聖書､エドガー・ケーシー､ポール・ソロモン､ノストラダムスなどの預言(予言)も参考にすべき点はたくさんあるが､それぞれ一長一短があって全面的には信頼できない｡
■ 神の国の到来を予言する言葉 
時は満ちた､神の国は近づいた｡悔い改めて福音を信ぜよ｡(マルコによる福音書)
｢神の国｣とは次元アップした地球ということを意味している｡クリスチャンの間では､｢天国(あの世)｣のことだと思われているようだが､｢あの世が近づく｣というのはどう考えてもおかしい｡
御国が来ますように｡みこころが天に行なわれる通り､地にも行なわれますように｡(マタイによる福音書)
・この｢御国｣も次元アップした新しい地球を意味する言葉｡｢天｣は神次元の存在が住んでいる世界のことで､霊界など四次元以上の世界ということになる｡｢地｣はこの三次元の物質地球ということ｡この宇宙では､まず高次元の世界で起こったことが徐々に移写されてきて､物質次元に現れてくる｡この祈りの言葉は､まず天で行なわれた神の計らいが､地にもその通りに行なわれることを願う言葉なのだ｡
三千世界､一度に開く梅の花｡艮の金神(うしとらのこんじん)の世になりたぞよ｡梅で開いて松で治める､神国の世になりたぞよ｡日本は神道､神が構わな行けぬ国であるぞよ｡外国は獣類(けもの)の世､強いもの勝ちの､悪魔ばかりの国であるぞよ｡日本も獣の世になりておるぞよ｡これでは国は立ちてはいかんから､神が表に現れて､三千世界の立て替え立て直しを致すぞよ｡用意をなされよ｡この世はさっぱり新つ世(さらつよ)に替えてしまうぞよ｡(大本神諭)
・｢三千世界｣はすべての次元ということで､霊界や幽界も含まれる｡今回の立て直しはこの三次元の物質地球だけのことではないということだ｡｢新つ世に替える｣というのは､まさに物質次元の地球ではなくなることを意味している｡
・その理由として､私達があこがれ､採り入れてきた西洋文明に問題があったことをハッキリ述べている｡｢強いもの勝ちの､悪魔ばかりの国｣と､陰の世界政府が動かしている資本主義社会(お金で治める社会)の問題を指摘している｡私達は､これからそのような生き方の反省を迫られる｡
■ 終末には光の尾を引いた星が現れる
■ 大患難のフィナーレは｢暗黒の３日間｣
・暗黒の３日間については､旧約聖書､聖母預言､ポール・ソロモンもその様子を伝えている｡また､日月神示や新約聖書にも同じような記述がある｡
・最近では地球がフォトン・ベルトのヌルゾーンというところに突入すると､太陽の光が全く届かなくなり､暗黒の状態が続くと言われている｡そのヌルゾーンを抜けるまでにちょうど３日かかるという｡このフォトン・ベルトの存在はアメリカの当局も公式に認めたというが､その影響についてはもちろん発表されてはいない｡はっきりわかっているのは､地球がフォトン・ベルトのヌルゾーンに突入する日は２０１２年１２月２２日だということだ｡
・この日は､マヤの暦が終わっている日だとも言われ､また､アメリカのテレス・マッケンナという科学者が独自の計算をした結果､いまスピードアップしつつあると見られる時間がゼロ・ポイントを迎える日だとも言う｡
・この日が､いわゆる地球の次元アップスタートの日となるのだろうか｡その時､この三次元地球は海と陸が逆になるほどの大天変地異に見舞われるという予測もあるのだ｡
世界の大晦日ぞ｡みそかは闇と決まっているであろうが｡
(日月神示)
・さすがは人の心を暗くしないことに気を配った我が国最高の預言だ｡みそかの次には､心改まる新年がやってくることを暗示してくれている｡
主の大いなる輝かしい日が来る前に､
日はやみに
月は血に変わるであろう　　　　　　　　　　(使徒行伝)
たちまち日は暗くなり､月はその光を放つことをやめ､星は空から落ち､天体は揺り動かされるだろう｡
(マタイによる福音書)
・星が空から落ちてくるというのですが､その結果､地球が振動して､天体が揺り動かされたように見えるということだろうか｡
月は赤くなるぞ｡日は黒くなるぞ｡空は血の色となるぞ｡流れも血じゃ｡人民四つん這いやら逆立ちやら､ノタウチに一時はなるのであるぞ｡　　　　　　　　　　(日月神示)
・やはり､地球は大揺れとなるようで､人は四つん這いやら逆立ちやらということだから､立ってもいられないほどの激しい揺れに見舞われるということだ｡
地(くに)つちの軸､動くぞ｡フニャフニャ腰がコンニャク腰となりて､どうにもこうにもならんことになるぞ｡
(日月神示)
・地軸がぐらつくということだから､地球はよたよたした状態になるのだろう｡人が四つん這いになるのもわかる｡
■ 世の終わりにはどんな前兆があるのか
そこでイエスは答えて言われた｡
人に惑わされないように気をつけなさい｡多くの者が私の名を名のって現れ､自分がキリストだと言って､多くの人を惑わすであろう｡また､戦争と戦争のうわさとを聞くであろう｡注意していなさい｡あわててはいけない｡それは起こらねばならないが､まだ終わりではない｡民は民に､国は国に敵対して立ち上がるであろう｡またあちこちにききんが起こり､また地震があるであろう｡しかし､すべてこれらは産みの苦しみの初めである｡
そのとき人々は､あなたがたを苦しみにあわせ､また殺すであろう｡またあなたがたは､わたしの名のゆえにすべての民に憎まれるであろう｡そのとき､多くの人がつまずき､また互いに裏切り､憎み合うであろう｡
また多くのにせ預言者が起こって､多くの人を惑わすであろう｡また不法がはびこるので､多くの人の愛が冷えるであろう｡
しかし､最後まで堪え忍ぶ者は救われる｡そしてこの御国の福音は､すべての民に対してあかしをするために､全世界に宣べ伝えられるであろう｡そしてそれから最後が来るのである｡
そのとき､だれかがあなたがたに｢見よ､ここにキリストがいる｣､また｢あそこにいる｣と言っても､それを信じるな｡にせキリストたちや､にせ預言者たちが起こって､大いなる印と奇跡を行ない､できれば選民をも惑わそうとするであろう｡見よ､あなたがたに前もって言っておく｡だから､人々が｢見よ､彼は荒れ野にいる｣と言っても､出ていくな｡また｢見よ､部屋の中にいる｣と言っても信じるな｡ちょうど､いなずまが東からひらめき渡るように､人の子も現れるであろう｡死体のあるところには､はげたかが集まるものである｡
しかし､その時に起こる患難の後､たちまち日は暗くなり､天体は揺り動かされるであろう｡そのとき､人の子のしるしが天に現れるであろう｡またそのとき､地のすべての民族は嘆き､そして力と大いなる栄光とをもって､人の子が天の雲に乗ってくるのを､人々は見るであろう｡
また､彼は大いなるラッパの音とともに御使いたちをつかわして､天のはてから地のはてに至るまで､四方からその選民を呼び集めるであろう｡
いちじくの木からこの譬えを学びなさい｡その枝が柔らかになり､葉が出るようになると､夏の近いことがわかる｡そのように､すべてこれらのことを見たならば､人の子が戸口まで近づいていると知りなさい｡よく聞いておきなさい｡これらの事が､ことごとく起こるまでは､この時代は滅びることがない｡天地は滅びるであろう｡しかしわたしの言葉は滅びることがない｡
■ イエスは新しい時代が始まるまで登場しない 
このイエスは､神が聖なる預言者たちの口を通して､昔から預言しておられた万物更新の時まで､天にとどめておかれねばならなかった｡(使徒行伝)
終末の救世主として期待されているイエス・キリストだが､少なくとも新約聖書の主役であるイエスについては､万物更新(次元アップ)の時までは登場しない｡
■ 日月神示が教える終末の生き方 
太陽は十の星を従えるぞ｡原子も同様であるぞ｡物質が変わるのであるぞ｡人民の学問や智では判らんことであるから､早う改心第一ぞ｡
・現在は太陽系には９個の惑星があるから､１個増えることになる｡(※実際には2006年には８個に､12個説もあった)
神にささげずにむさぶるからメグリつむのじゃ｡メグリが不運となり､病となるのぢゃぞ｡運ひらくには食物つつしめばよい､言葉つつしめばよい｡
・メグリはカルマのこと｡自分の言葉や食べ物､想念などの波動によって､その波動が作り出す世界を体験することになる｡つまり､病気などの不運となって巡ってくるという｡
その人間にメグリなくてもメグリ負うことあるぞ｡人類のメグリは人類の誰かが負わねばならん｡一家のメグリは一家の誰かが負わねばならん｡果たさねばならん｡
・人類や民族､国家､先祖などのカルマも背負う必要があるということは､前章で述べてきた通りだ｡仏教にも同じような教えがある｡
メグリというのは自分のしたことが自分にめぐって来ることであるぞ｡メグリは自分でつくるのであるぞ｡他を恨んではならん｡
祓(はら)いせよと申してあることは何もかも借銭なしにする事ぞ｡借銭なしとはメグリなくすことぞ｡昔からの借銭は誰にもあるのざぞ｡それ払ってしまうまでは､誰によらず苦しむのぞ｡人ばかりでないぞ｡
・潜在意識の中にため込まれた私達のカルマは､終末までにすべて発散(昇華)させなくてはならない｡発散する過程で病気になったり､事故などの災難に遭ったり､人間関係で苦労したりするわけだが､残っているカルマが大きい場合は､天変地異に巻き込まれるという最大の恐怖を味わうことも避けられないかもしれない｡私の表現で言えば｢人一倍大きい予防注射を打たれる｣ということだ｡それを恐れると､また新たなカルマを創造するので､そのような事態に遭遇しても､けっして恐れないことが大切だ‥‥｡
人間をほめることはよいことじゃ｡ほめて､その非をさとらせよ｡罪ゆるすことぢゃ｡もの生かすことじゃ｡生かして使うことじゃ｡神示(ふで)ひろめることぢゃ｡やってみなされ｡必ずうれしうれしとなるぞ｡栄えるぞ｡
・仏教の法華経の中に｢常不軽(じょうふきょう)菩薩｣という話が載っている｡どんなに自分のことを悪く言ったり､いじめたりする人に対しても､常に両手を合わせて拝む習慣のある人の話ですが､これがカルマをつくらない生き方ということだ｡新約聖書にも全く同じことが述べられている｡
■ 味方同士が殺し合うこともある 
味方同士が殺し合う時､一度はあるのざぞ｡大き声で物言えん時くると申してあろがな｡これからがいよいよざから､その覚悟していてくだされよ｡(中略)
ちりぢりばらばらになるのざぞ｡一人ひとりで何でも出来るようにしておけよ｡
家族がバラバラになる場面もあるということ｡一人で終末の苦難に直面する事態になっても､自暴自棄になったり､恐怖で動けなくなったりしないように､普段から心の鍛錬をしておく必要がある｡もちろん､人は助け合うことが大切なのは言うまでもないが､助けてほしいという依存心よりも､人の力になろうという気持ちの方が神の心にかなっている｡
どこにどんな事していても､助ける人は助けるのざぞ｡神の御用ある臣民安心しておりてくだされよ｡火降りても槍降りてもびくともせんぞ｡
一番大切なことは､全能の神を信じること｡最終的には助かるのだという安心感をもてなくてはいけない｡目の前の出来事に一喜一憂することなく､落ち着いて行動することが大切だということ｡
覚った方神示説けよ｡説いて聞かせよ｡信ずる者皆人に知らしてやれよ｡神示読んで嬉しかったら､知らしてやれと申してあろうが｡
｢気づきを広げること｣――仏教で言うと｢法施｣｡これが最も大切なのだ｡気づきを得てレベルアップした波長の人たちの念が一つになって集合的無意識を形成し､この世を浄化していくのだ｡
■ 肉体があるうちに改心しておくことが大切 
生命あるうちに神の国のこと知らずに､死んでから神の国に行くことは出来んぞ｡(中略)肉体あるうちに改心しておかんと､霊になっての改心なかなかぞ｡
・これは､これまでさまざまな霊界通信によって､死後の世界の話としてもっとも強調されてきたことだ｡肉体がある時に覚らないと､霊体になったら波長が定まってしまうから､それから周波数を高めることは難しいという｡
■ 善いと感じたことをすぐ行なうのがミタマ磨き 
人間それぞれのミタマによって役目違うのであるぞ｡手は手､足は足と申してあろう｡何もかもマゼコゼにやるから結びつかんのぢゃ｡
ミタマ磨けてさえおれば､心配なくなるぞ｡心配は､磨けておらぬ証拠ぞ｡ミタマ磨きとは､善いと感じたこと直ちに行なうことぞ｡
・｢善いと感じたこと直ちに行なうこと｣が大切だということだ｡前に､タバコをやめる場合の｢１本の誘惑｣という話をしたが､私達の心の調律で一番難しいのがこの誘惑を振り払うということだ｡
・誘惑には２種類あって､｢～をしたい｣というものと､｢～をしたくない(怠けたい)｣というものがある｡しかしながら､一人ひとりの心にささやきかけてくる誘惑の声は､波動がよく似ている｡
① 誰でもやっていることだから､やってもかまわないだろう｡(と自分を許して､やってはいけないことをする)
誰もやっていないことだから､やらなくてもいいだろう｡(と自分を許して､やるべきことをしない)
② 今回だけだから､やってもかまわないだろう｡(と自分を許して､やってはいけないことをする)
③今回はパスして､次からやろう｡(と自分を許して､やるべきことをしない)
・タバコやお酒をやめようとか､日記をつけようとか､間食を減らそうとか､自分の成長・進化にとって良いことをしようと思うと､人の心に必ず｢１本の誘惑｣がやってくる｡この誘惑に勝てない人は､ミタマ磨きができないことになる｡
・政治家で贈収賄の罪に問われる人も､最初は｢誰でもやっていることだから｣という気持ちで自分を許していくのだ｡
・｢この程度の(小さな)金額だから｣という許し方もあるだろう｡それがホコリとなって潜在意識に蓄積されて行き､やがてメグリとして運命に影響を与えていくことになってしまう｡新しい時代､次元アップした地球では､そのようなメグリがあると生きていけないということだ｡今から､新しいメグリをつくらず､過去のメグリを解消していくために､｢善いと思ったことはすぐに行なう｣ことを心がけたいものだ｡(これは私自身に言っていることでもある)
■ 神示を読めば心のホコリがとれる 
毎日､一生懸命に掃除していても､何処かにホコリ残るもんぢゃ｡まして掃除せん心にホコリつもっていることくらい､誰にでも判っているのであろうが｡神示で掃除せよ｡
・心のホコリをとるために掃除をすることを､｢砂に書いた文字｣という表現で述べてきた｡１日が終わり､眠りにつく時までに､心のホコリをとり､それが潜在意識の中にため込まれないようにすることが大切だということだ｡ここでは､｢神示(ふで)で掃除せよ｣とヒントが書かれている｡日月神示という素晴らしい波長の書物を声に出して読んでいると､共鳴の法則によって私達の波長が高められるということだ｡｢読書百遍意自から通ず｣という言葉もあるが､理解できないと思う本でも､それを何回となく､できれば音読をしていると､いつしか本の波動が伝わってきて､内容まで理解できるようになる｡これも共鳴の法則で説明できる｡
・私は過去２０年ほど､毎朝般若心経を唱えることを日課にしてきたが､仏教の解説書を読んでも理解できなかった｢空｣の意味が､最近突然に理解できるようになった｡それというのも､毎日般若心経の波動に親しんできたため､共鳴の法則によってその影響を受けたのだと思っている｡
・音楽や絵画も一流の作品に触れていると､その影響で波動が高められ､ますます耳や目が肥えてきて､作品の本当の素晴らしさが理解できるようになるが､これも同じことを表している｡そういう意味では､友達を選ぶのと同じように､読む本も波長の高いものを選ぶようにしたいものだ｡そして､夜寝る前に､そのような本を音読してから寝る習慣を､すぐにでも実行するならば､潜在意識に悪いカルマをためることはない｡逆に素晴らしい波動を送りながら眠りにつけるので､ますます波長を高めることができるだろう｡
■ ｢金で世を潰してミロクの世と致す｣ 
金で世を治めて､金で潰して､地固めしてミロクの世と致すのぢゃ｡
・この｢金で潰して｣というところに注目してほしい｡金すなわち｢経済至上主義｣が地球を壊してしまったのだ｡しかし､それも必要なことだったのだ｡その反省の中から､心の地固めをして､いよいよミロクの世を迎えることになるのだ｡
■ 獣となる人は同胞を食べることもある 
・心の問題を重視して生きることを｢霊主体従｣と言って､ミロクの世の生き方とされている｡
■ 人に知られぬように善いことを積め 
・大掃除というのは､終末の大天変地異によって人類の集合的無意識の乱れを浄化していくことを言う｡地球の大掃除ということでもある｡その段階で世界の人民は皆､仮死の状態になる｡つまり､私達は全員､肉体の死は避けられないことになる｡その後で､因縁のミタマ､つまり｢光の子｣だけが息を吹き返して､次元アップした地球の人民となる｡
・自分の回りに起こることは､それは過去に潜在意識の中にため込んだカルマが形をとる姿だ｡だから､心を動揺させることなく｢あ！これでカルマが一つ消えていく｣と､逆に感謝の気持ちで受けとめることが大切である｡
・それは体の病気という形を取ったり､他人から裏切られるという形をとったり､いろいろあるだろう｡その時でも､世の中や他人を恨まない方がいいと教えている｡世の中の総ての存在は一つにつながっていて､それは自分自身でもあるわけだから､世の中を恨むことは自分を恨むこと､というわけだ｡波動の法則として説明したことと同じ内容だ｡
■ 人は死ぬときの想念のままの世界に住む 
死ぬ時の想念のままの世界に住むのであるぞ｡この世を天国として暮らす人､天国へ行くぞ｡地獄の想念､地獄生むぞ｡
・これも波動の法則で説明するとわかりやすい｡人が死ぬと､肉体を持っている時に作り出した波動の世界に引き寄せられていく｡天国的波長の人は天国的な世界へ､地獄的波長の人は地獄的世界へ引き寄せられることになる｡
■ 一度死ななければ生き返れない 
人民一度死んでくだされよ｡死なねば甦られん時となったのぞ｡今までの衣を脱いでくだされと申してあろう｡世が変わると申してあろう｡地上界の総てが変わるのぞ｡人民のみこのままというわけには参らぬ｡死んで生きてくだされよ｡立て替え､立て直し､過去と未来と同時に来て､同じところでひとまず交じり合うのであるから､人民にはガテンゆかん､新しき世となる終わりのギリギリの仕上げの様相であるぞ｡
・｢今までの衣を脱いでくれ｣と言われている｡｢物質としての肉体に対する執着をなくせ｣ということだろう｡｢死んで生きる｣ということは､肉体を失って､霊体で生きるということだ｡地上界の総ての存在の波長が高くなるわけだから､人間だけがそのままということにはならない｡
・｢過去と未来と同時に来て｣という意味は､説明が難しいのだが､要するに別世界には､すでにこの物質世界にはいなくなった人や生き物なども存在しているわけだから､それらがすべて一緒になってふるいにかけられるという｡その中から､新しい地球すなわちミロクの世に必要な人や生き物だけが残されるという｡亡くなった人が生き返り､絶滅したと思われる動物なども再度デビューすることになるだろう｡
・さらには､すでに人類の想念が作り上げつつある未来の社会も､新しい地球に必要と判断されるものは実現した姿で現れるという｡さまざまな発明なども､コンセプトとして生まれたものは､霊界では一足先に完成しているからだ｡
この説明を聞いても､やはりガテンがいきませんか？
最も苦しいのは１年と半年､半年と１年であるぞ｡死んでからまた甦られるように死んでくだされよ｡
マコトを心に刻みつけておりてくだされよ｡
2012年が終末のギリギリであるとすれば､その３年(１年半＋１年半)前の２０１０年あたりからが最も苦しい時代になりそうだ｡｢死んでも(ミロクの世の住民として)甦られるように｣死んでくれと言われている｡｢心の調律をして波動を高めておけ｣というふうに受けとめたい｡
■ 幽界に行く人は二度と帰ってこれない 
・役に立つのは｢身魂の徳だけ｣｡つまり､自分が高めた波動だけだ｡｢身に付いた芸｣はそのまま役立つということだから､仕事や芸術の分野などで磨いた技術は新しい世界でも使えるということだ｡このことは､他のさまざまな霊界通信でも言われている｡
・｢徳｣の場合はやはり陰徳でないといけない｡新約聖書でもイエスが｢天の蔵に積まれる｣のは隠れてなされた善行だけだと教えている｡他者からの感謝の言葉や周りの賞賛を期待しての善行は､動機が不純ということだ｡それは本当に相手(対象)のことを思っての善行ではなく､自分のこと､つまり自分が何らかの評価を受けることを第一に考えての行為だからだ｡
・聖書もそうですが､日月神示には｢人に知られぬように徳積め｣とくどいほど述べられている｡それは道徳的視点からではなく､霊的視点からの忠告なのだ｡つまり､人の波動を高めるために､あえて人に知られないところで善行を行なう必要があるということなのだ｡
・前に｢情けは人のためならず｣にも落とし穴があると申したが､どこからか見返りがくることを打算しての善き行為は､価値が小さい｡潜在意識はその微妙な心の動きをきっちり把握してしまう｡
■ 住む家も､着るものも､食べる物もなくなる
・着るものも､住む家も､食べるものもなくなる世が迫っているということだ｡終末現象の中で､私達一人ひとりが､それぞれのメグリ(カルマ)の清算をさせられるということだ｡しかし､早い改心をすれば嬉し嬉しにしてもらえる｡
・表面に現れてきたカルマを目の前にして､悲観したり､恐怖したり､呪ったりする気持ちになるのは獣の波動だ｡そのときにまた新しいカルマをつくってしまうことになる｡
■ 子が天国で親が地獄ということもある？
・この終末の時代に､縁あって同じ家族として生まれた以上､次の新しい地球でも一緒に生活したいと思うのが人情だろう｡それに執着しすぎると煩悩が生まれ､新しいカルマをつくってしまうが､それを願ってともに努力をすることは価値のあることだ｡自分だけ助かろうとする気持ちでなく､せめて家族揃って､そしてできればこの人生でご縁のあった人たち全員が､あるいはすべての日本国民が､‥‥という考えになれることが大切だと教えている｡
■ 改心しない人には地獄への道が明るく見える 
人民も改心しなければ､地の下に沈むことになるぞ｡神が沈めるのではない｡人民が自分で沈むのであるぞ｡人民の心によって明るい天国の道が暗く見え､暗い地の中への道が明るく見えるのであるぞ｡
・｢地の下に沈む｣というのは波動の粗い｢幽界(がいこく)｣に閉じこめられるということだろう｡それは､死後の世界と同じで､自分の波動が同調するから引き寄せられるということだ｡心の波長のレベルが低いと､地の中への道が明るく見えるので､そちらに行ってしまうということだ｡
人ほめるものと思え｡言霊幸はふぞ｡それが人の言葉ぞ｡わるき言葉は言ってはならんぞ｡言葉はよき事のために神が与えているのだから忘れんようにな｡(中略)
言葉で天地にごるぞ｡言波で天地澄むぞ｡戦なくなるぞ｡神の国になるぞ｡言波ほど結構な恐いものはないぞ｡
ささげるもの､与えるものは､いくらでも無限にあるではないか｡ささげよささげよ｡与えよ与えよ｡言(ことば)こそは誰もがもてるそのささげものであるぞ｡与えても与えても無くならんマコトの宝であるぞ｡
・言葉の大切さについては｢Ⅴ｣のところで｢波動の法則｣として説明した｡言葉は私達が発信すると同時に受信することにもなる強力な波動だ｡陰で他人の悪口を言っても､自分が聞いているわけだから､自分に対して悪い作用をするし､また天の蔵にも悪い波動をため込んでいくことになる｡
・だから､言葉で天地がにごると述べられている｡それは発信者のカルマとなって､その人の運命に影響を与えていく｡
・逆に､感謝や励ましやいたわりなどの善い言葉は､対象となる人だけでなく､宇宙全体に善い波動を広げていくのだ｡世の中をよくするためには､常に善い言葉をつかうこと､少なくとも悪い言葉を使わないことが大事だ｡
・新約聖書､仏教の経典にも全く同じことが書かれている｡
■ 人間は何を食べるべきか 
一升マスには一升入れるこぼれるのであるぞ｡腹一杯食べてはならん｡死に行く道ぞ｡二分をまず神にささげよ｡
食物､食べ過ぎるから病になるのぢゃ｡不運となるのぢゃ｡
腹十分食べてはこぼれる､運はつまってひらけん｡この判りきったこと､何故に判らんのぢゃ｡ツキモノがたらふく食べていることに気づかんのか｡食べ物節すればツキモノ改心するぞ｡　⇒　※観相学の水野南北の体験
・私達は食べ物から波動をとり入れることになるので､農薬や添加物などで汚された今日の食べ物はとりすぎないほうがよい｡また､健康上の問題とは別に､小食は運命をよくするという考え方もある｡しかしながら､美食と飽食に慣らされた現代人にはちょっと難しい注文かも知れない｡
・｢獣側に行ってもいいから､今の食生活はやめたくない｣という方は､今の食生活を続ければよい｡ただし､近い将来に食糧危機が来て､空腹の苦しさという形でカルマの清算をさせられる可能性は高い｡
牛の食べ物食べると牛のようになるぞ｡人間の食べ物は定まっているのだぞ｡獣と神が分かれると申してあろうがな｡縁ある人々に知らせておけよ｡日本中に知らしておけよ｡世界の人々に知らせてやれよ｡
・牛の食べ物とは何を指しているだろうか｡牛は本来は草を食べている｡しかしながら､ここでは｢草を食べると牛のようになるぞ｣と述べているのではない｡牛の食べ物で人間が口にしているのは牛乳だ｡子牛は母親の乳､すなわち牛乳を飲んで急成長するが､その寿命は２０年そこそこで､人間の約４分の１しかない｡だから､牛乳は｢早熟早衰｣の波動をもっている｡牛の骨に含まれるカルシウムは､人間の骨のカルシウムとは組成が違っている｡人間の赤ちゃんでも､ミルクで育てると体の成長は早いだが､骨の組成が粗いため､すぐ骨折するようになり､また内臓などの老化も早い｡ブロイラーや養殖の魚を見てもわかるが､人工的に早く育てられた生き物は､自然に育ったものに比べて肉に締まりがない｡また､病気などに対する抵抗力も弱い｡
・ただ､ここで述べられているのは健康上の問題ではなく､霊的視点つまり波動の問題だ｡牛の食べ物を食べていると牛のような波動になるので､獣の側に引き寄せられることになるぞと警告している｡しかも､このことは｢世界中に知らせてやれよ｣というほど重要な問題だということだ｡
四つ足を食ってはならん｡共食いとなるぞ｡草木から動物生まれると申してあろう｡神民の食物は五穀野菜の類であるぞ｡
食物は科学的栄養のみにとらわれてはならん｡霊の栄養大切｡
・｢四つ足を食ってはならん｣と､肉食を厳しく戒めている｡神民､すなわちこれから｢光の子｣として選ばれる人たちの食べ物は五穀野菜の類だと言っている｡それも科学的な栄
養の観点にとらわれるのでなく､霊の栄養､すなわち｢食べ物の波動｣が大切だ｡農薬などを使わず､人が愛情を持って育てた作物は､最高の波動をしているはずだ｡波動を汚さないためには､できるだけそういうものを手に入れて食べるように心がけたい｡
・牛や豚などの肉の場合は､育てられる環境の劣悪さと､殺される時の残酷さが肉の波動にイライラや恐怖の念として蓄積されているので､それを食べることによってイライラや恐怖の波動をとり入れることになり､波動を粗くしてしまう恐れがある｡最近では､肉体の健康にとってもよくないことがわかっているが､何よりも霊的に見て問題が大きい｡
■ 神と人間が一体になって次元アップする
今度の御用に使う臣民､はげしき行さして神うつるのぞ｡今では神の力は何も出ては居らぬのぞ｡この世のことは神と臣民と一つになりてできると申してあろがな｡早う身魂みがいて下されよ｡神かかれる肉体沢山要るのぞ｡今度の行は心を綺麗にする行ぞ｡掃除できた臣民から､よき御用に使って､神から御礼申して､末代名の残る手柄立てさすぞ｡神の臣民洗濯できたらこの戦は勝つのぞ｡灰になる身魂は灰ぞ｡どこにいても助かる臣民､行って助けるぞ｡神が助けるのでないぞ｡神助かるのぞ｡臣民も神も一緒に助かるのぞ｡この道理よく腹に入れてくれよ｡この道理わかりたら､神の仕組みはだんだんわかりて来て､何という有り難い事かと心がいつも春になるぞ｡
・｢この世のことは神と臣民と一つになりてできる｣と言う｡
・これからの次元アップは人間だけではできないし､人間界のことなので神さまだけでもやれないということだ｡
そこで､｢神うつる｣という手段にでるわけだ｡
・｢神懸かり｣という言葉がある｡現に霊媒やチャネラーには高位次元の存在が懸かってきて､人間の肉体を借りて霊界通信を書かせたりしている｡いわゆる自動書記現象だ｡
(※吟味は難だが世界中で歴史的に多々見られる現象)

・昭和19年６月10日(戦前)､岡本天明という人物に神が懸かって､漢数字を中心とした文字を強制的に書かせるようになった｡その現象が16年間も続いて生まれたのが日月神示なのだ｡当初は､岡本天明本人が読んでも､何が書かれているか全くわからなかった｡後になって､数霊学を研究していた武智時三郎という人物を中心とした関係者が解読に成功し､日の目を見ることになったと言われている｡
・終末には､魂の磨けた人に様々な神さまが懸かってきて､人間の肉体を使って次元アップのための働きをされる｡だから､｢神かかれる肉体にしておけ｣と言われているのだ｡波動の粗い肉体には神様は懸かることができないからだ｡
・人間が心の調律をして魂を磨き､波動を高めておれば､終末の大患難のときには神さまがそれぞれの肉体に懸かり､一緒になって助かるということが述べられている｡
この道理､ご理解いただけますか？
■ １日に１０万人が死ぬようになる 
今に大きい息も出来んことになると知らせてあろうが｡その時来たぞ｡岩戸がひらけると言うことは半分のところは天界となることぢゃ｡天界の半分は地となることぢゃ｡今の肉､今の想念､今の宗教､今の科学のままでは岩戸はひらけんぞ｡今の肉体のままでは人間は生きては行けんぞ｡一度は仮死の状態にして､魂も肉体も半分のところは入れ換えて､ミロクの世の人民としてよみがえらす仕組み心得なされよ｡(中略)
マコトでもって洗濯すれば霊化される｡半霊半物質の世界に移行するのであるから､半霊半物質の肉体とならねばならん｡今のやり方ではどうにもならなくなるぞ｡今の世は灰にするより他に方法のない所が沢山あるぞ｡灰になる肉体であってはならん｡原爆も水爆もビクともしない肉体となれるのであるぞ｡今の物質でつくった何物にも影響されない新しき生命が生まれつつあるぞ｡岩戸ひらきとはこのことであるぞ｡少しくらいは人民つらいであろうなれど､勇んでやりてくだされよ｡大弥栄の仕組み｡
・仏教で｢即身成仏｣という言葉がある｡本来の意味は｢肉体を持ったまま仏になる｣つまり肉体のまま霊界に行ったり来たりできる状態になることだ｡インドやチベットには､修行によってそのような能力を備えた人がいると言われている｡(『ヒマラヤ聖者の生活探求』第一巻／霞ヶ関書房)
・理論的には､肉体の波動を精妙にしていけば可能になることだ｡そのためには､食べるものや呼吸などをコントロールし､マントラ(お経､呪文)を唱えたり､瞑想したりして､心の調律をしなくてはいけない｡常人にはできないことだ｡
・しかし､これから終末にかけては､それが普通の人にでもできるようになるということだろう｡もちろん､波動の粗い人は､サタンが喜ぶ粗い波動の世界に引き寄せられ､｢灰になる人｣となってしまう｡私達の心の調律がどこまでできているかが分かれ目になるという｡
・この世と次元の異なる世界が存在することを全く理解できない人は､心の調律の必要性を感じることがないので､半霊半物質の世界に行くことは難しいと思われる｡そういう人をなくすためにも､この気づきを広げていくことがとても大切になっている｡
寒いところ温かく､暑いところ涼しくなるぞ｡
心せよ｡雨､風､岩､いよいよ荒れの時節ぢゃ｡世界に何ともいわれんことが､病も判らん病がはげしくなるぞ｡
・いま世界中が異常気象に悩まされている｡一般に報告されているようにフロンガスや二酸化炭素の排出による温暖化現象なのだろうか｡それともフォトン・ベルトの影響？ＳＡＲＳなどのおかしな病気も現れるようになった｡
まさに預言された通りのことが起こり始めている…｡
■ 東京はどうしても火の海になる？ 
エドはどうしても火の海ぞ｡それより外やり方ないと神々様申して居られるぞ｡
神は気もない時から知らしておくから､この神示よく読んで居れよ｡一握りの米に泣くことあると知らしてあろうがな｡米ばかりでないぞ｡何もかも､人間もなくなるところまで行かねばならんのぞ｡人間ばかりでないぞ､神々様さえ今度は無くなる方あるぞ｡人間というものは目の先ばかりより見えんから､呑気なものであるが､いざとなりての改心は間に合わんから､くどう気つけてあるのぞ｡
日本ばかりでないぞ､世界中はおろか三千世界の大洗濯と申してあろうがな｡(中略)
世界中一度に唸る時が近づいて来たぞよ｡
｢エド｣は｢江戸(東京)｣の事か｡｢火の海｣というと関東大震災が頭に浮かぶ｡最近､首都圏での地震の発生が噂に上るようになっているので､なおさら不気味だ｡英国では10年ほど前に『東京大地震』という本が出されている(日本でも翻訳され出版された)｡東京は日本の政治・経済の中枢だから､ここが地震に直撃されると世界経済にも大きな影響が及ぶ｡そのため､世界の証券や金融の関係者の関心が集まっているのだ｡一説では､世界一の債権国家・日本の国債がボツワナ共和国並みの低い格付けになっているのは､日本が間もなく首都圏を中心とした地震によって壊滅的な被害を受けることが予測されているためであるとも言われている｡
・首都圏の崩壊は､日本の経済のみならず国家機能の崩壊にもつながりかねず､治安の乱れ､テロによる混乱などが連鎖的に起こる可能性を秘めている｡
｢一握りの米に泣くことある｣という言葉が妙にひっかかる｡
空に変わりたこと現れたなれば､地に変わりたことあると心得よ｡いよいよとなりて来ているのざぞ｡天の異変気つけてくれよ｡神くどう気つけておくぞ｡神世近づいたぞ｡
・空に変わったことが現れると言っている｡それは太陽系十番目の星のことかもしれない｡ノストラダムスの予言と合わせると､終末には空に光の尾を引く彗星が現れるという｡それが｢天の異変｣なのだ｡
・天に異変が現れると､｢神世｣すなわちミロクの世が近づいたということ､いよいよ｢暗黒の３日間｣のスタートだ｡
■ 人は四つん這いになって這い回る 
四つん這いになりて這い回らなならんことになるのざぞ｡のたうち回らなならんのざぞ｡土にもぐらなならんのざぞ｡水くぐらなならんのざぞ｡人間可哀想なれど､こうせねば鍛えられんのざぞ｡この世始まってから二度とない苦労ざが､我慢してやり通してくれよ｡
おそし早しはあるなれど､一度申したこと必ず出て来るのざぞ｡人間は近欲で疑い深いから､何も分からんから疑う者もあるなれど､この神示一分一厘違わんのざぞ｡世界均(なら)すのざぞ｡神の世にするのざぞ｡善一筋にするのざぞ｡誰彼の分け隔てないのざぞ｡
海のつなみ気をつけてくれ｡前に知らしてやるぞ｡
月は赤くなるぞ､日は黒くなるぞ｡空は血の色となるぞ｡流れも血ぢゃ｡人民四つん這いやら､逆立ちやら､ノタウチに､一時はなるのであるぞ｡大地震､火の雨降らしての大洗濯であるから､一人逃れようとて､神でも逃れることは出来んぞ｡天地まぜまぜとなるのぞ｡ひっくり返るのぞ｡
神世の秘密と知らしてあるが､いよいよとなりたら地震雷ばかりではないぞ｡人間アフンとして､これは何としたことぞと､口あいたままどうすることも出来んことになるのぞ｡四つん這いになりて着るものもなく､獣となりて這い回る人と､空飛ぶような人と､二つにハッキリ分かれて来るぞ｡獣は獣の性来いよいよ出すのぞ｡(中略)
いざというときには神が知らして､一時は天界に釣り上げる人間もあるのぞ｡人間の戦や獣の喧嘩くらいでは何も出来んぞ｡くどう気つけておくぞ｡何よりも改心が第一ぞ｡
｢暗黒の３日間｣の様相が詳しく述べられている｡｢天地まぜまぜになる｣というのは､この三次元世界(地)と四次元以上の世界(天)が合わさって一つになるということだ｡｢半霊半物質｣の世界ができることを言っている｡
人類もハッキリ二種類に分けられるようだ｡獣はより獣らしく､ますます粗い波長になる｡獣の性来とは､獲物を襲う時の肉食獣を想像してほしい｡牙をむき､よだれを流す姿だ｡人がそういう一面をむき出しにするということだ｡これこそ地獄だ｡｢何よりも改心が第一ぞ｣とくどいほど述べられているのは神の優しさだ｡私達も｢自分には関係ないこと｣と高をくくったりせずに､｢改心｣すなわち｢心の調律｣｢波動の修正｣にぜひとも真剣に取り組まなければいけない｡
■ 終末における日本の国の役割 
日本の国は一度つぶれたようになるのざぞ｡一度は神も仏もないものと皆が思う世が来るのぞ｡その時にお陰を落とさぬよう､シッカリと神の申すこと腹に入れておいてくれよ｡日本の国は世界の雛型であるぞ｡(中略)
日本は真ん中の国であるぞ｡日本精神は真ん中精神､末代動かぬ精神であるぞ｡三千世界の大掃除であるから､掃除するには掃除する道具もいるぞ｡人間もいるぞ｡今の有様では､いつまでたっても掃除は出来ん｡ますます汚れるばかりぢゃ｡一刻も早く日本を足場として最後の大掃除を始めてくだされよ｡神が致すのでは人間が可哀想なから､くどう申しているのぞ｡
・日本は終末の時代に､世界の中でも大変重要な意味と役割をもっているということだ｡このことはインディアンのホピ族の預言にも述べられている｡日本は世界の雛型なのだ｡地形もそうだし､そこで起こる出来事もそうなのだ｡いわば霊界地球と物質地球をつなぐパイプであると言える｡霊界で起こったことはまず日本に移写され､それが世界に起こっていく｡逆に日本がしっかりすれば世界もしっかりしてくるということだ｡
・そのことを知り尽くしているサタンが､日本という国を破壊することによってミロクの世の実現を阻止するために､今もあの手この手を使って攻撃を仕掛けているということだ｡もちろん､そのことに対しては｢神一厘のシナリオ｣が準備されているということだ｡大事なのは今の日本に生まれてきた私達一人ひとりの心の持ち方なのだ｡
・日本人一人ひとりがまず自分自身の心の大掃除を始めることによって､地球の次元アップとミロクの世の出現がスムーズに行なわれるということだ｡もちろん､それが不十分であれば､神の力で強制的に大掃除がなされるわけだが､そうなると多くの魂が救われない側に行ってしまうので､それでは｢人間が可哀想｣とおっしゃっているわけだ｡
■ ２０１２年からミロクの世がスタートする 
新しき御代のはじめの　たつの年　あれ出でましぬ　かくれいし神
・2012年は日本の暦では辰年となっている｡｢新しき御代｣すなわちミロクの世のスタートは辰年｡やはり2012年という年が立て替え・立て直しの年ということになりそうだ｡
■ 終末現象の中で必ず起こる二つのシナリオ 
・終末には人類も二極分化をしていくことになっているが､その人類を待ちかまえるシナリオも｢神のシナリオ｣と｢サタンのシナリオ｣の２つが準備されている｡さて､私達はそのどちらを経験することになるだろうか｡
・まずは､神の視点から見た終末の姿について述べられている､次の新約聖書の一文に目通ししてほしい｡
すると弟子たちは､みもとにきて言った｡｢畑の毒麦の譬えを説明してください｣｡イエスは答えて言われた｡
｢良い種をまく者は､人の子である｡畑は世界である｡良い種というのは御国の子たちで､毒麦は悪い者の子たちである｡それをまいた敵は悪魔である｡収穫とは世の終わりのことで､刈る者は御使いたちである｡だから､毒麦が集められて火で焼かれるように､世の終わりにもそのとおりになるであろう｡人の子はその使いたちをつかわし､つまずきとなるものと不法を行なう者とを､ことごとく御国からとり集めて､炉の火に投げ入れさせるであろう｡そこでは泣き叫んだり､歯がみをしたりするであろう｡｣
(マタイによる福音書)
■ 救世主が雲の上に引き上げて助けてくれる？ 
その日､その時は､だれも知らない｡天の御使いたちも､また子も知らない､ただ父だけが知っておられる｡人の子の現れるのも､ちょうどノアの時のようであろう｡すなわち､洪水の出る前､ノアが箱船に入る日まで､人々は食い､飲み､めとり､とつぎなどしていた｡そして洪水が襲ってきて､いっさいのものをさらって行くまで､彼らは気がつかなかった｡人の子の現れるのも､そのようであろう｡
そのとき､ふたりの者が畑にいると､ひとりは取り去られ､ひとりは取り残されるであろう｡ふたりの女がうすをひいていると､ひとりは取り去られ､ひとりは残されるであろう｡だから眼をさましていなさい｡いつの日にあなたがたの主がこられるのか､あなたがたには､わからないからである｡ 　　　　　　　　　　　　　(マタイによる福音書)
・どこにも雲に乗ったキリストやＵＦＯは出てこないし､空に引き上げられるという表現はない｡素直に読むと､突然消えてしまうという感じだ｡確かに､日月神示には｢一時は天に引き上げる｣という表現がある｡しかし､｢天｣というのは｢空の上｣ということでなく､｢霊界(神界)｣のことを言う｡つまり､これは神次元からの表現であって､人間側には｢引き上げる手｣は見えないのだ｡
・これは俗に言う｢神隠し｣現象だと考えている｡つまり､波動を高めた人に神が懸かって､肉体のまま天すなわち神次元の世界へ連れて行かれるということだ｡チベットやネパールの聖者が､修行によって自由に霊界とこの物質世界を行き来できるようになる話をしたが､それが普通の人にもなされるということだ｡
■ 肉体のまま霊界に行くことができる 
・また､日月神示に､｢どこにいても助ける臣民は助ける｣｢原爆でもびくともしない体になっておけ｣といった表現があるのは､光の子は終末の大天変地異や核戦争の中でも､波動の高い別次元に移動させてもらえるからなのだ｡
・いずれにしても､聖書と日月神示に全く同じ内容が述べられていることに注目しておきたい｡地球が暗黒の３日間を迎える前に､波動を高めた人は既に別次元に移されているので､カタストロフィーを経験することはないということ｡日月神示の神様が｢身魂を磨け｣としつこく言われるのは､そのためなのだ
■ 国民が背番号で管理されるようになる 
■ 世界の警察アメリカが､まず管理国家となりつつある 
インディアンに伝わる｢ホピの予言｣に述べられている｡
白人は､世界中の先住民や､先住民にかぎらず､すべての人々の生活や精神を破壊しようという悪しき企みのもとに､この文明を創りました｡そして､その文明が崩壊していくのは直前に迫りました｡私達のいのち､未来が危険にさらされています｡
ですから､今､ひとりひとりが何ができるのか､何をしたらよいのかを考え､行動していくことを迫られています｡こんにちは､まだ大丈夫といえるかもしれません｡しかし､近い将来にやってく変化は､想像を越えるほど困難なものとなるでしょう｡
例えば､戒厳令のようなものが世界中のいたるところで敷かれ､外から押しつけられる法律などに従わなければ殺されたり､追放される時代がやってくると､預言には伝えられています｡カリフォルニア地震のような多くの天変地異が起こり､世界の仕組みが急速に変わり､多くの人命が失われていくでしょう｡
(『ホピ的感覚』小原田泰久・著／ＫＫベストセラーズ)
｢戒厳令のようなものが､世界中で敷かれる｣と予言されている｡そして､｢法律に従わなければ殺されたり､追放される時代がやってくる｣という｡大終末までに多くの人が体験する恐ろしい近未来の姿だということができる｡平和ボケしたと揶揄される多くの日本人には､よその国の話としか思えないだろうが､これは予言と言うより､確実性の高い予測と言ってもよい｡今日の地球環境の状態や､各国の政治体制の混迷ぶり､人口爆発などを冷静に眺めれば､既にカウントダウンが始まっていると言っても過言ではない｡
■ ｢神の国｣とはどういう世界なのか
新しき人民の住むところ､霊界と現界の両面をもつ所｡
(日月神示)
地上界に山や川があるから霊界に山や川があるのでない｡霊界の山川がマコトぞ｡地上はそのマコトの写しであり､コトであるぞ｡マが霊界じゃ｡地上人は､半分は霊界で思想し､霊人は地上界を足場としている｡互いに入りかわって交わっているのぞ｡このこと判れば､来るべき世界が､半霊半物質､四次元の高度の､影ないうれしうれしの世であるから､人民も浄化行せねばならん｡大元の道にかえり､歩まねばならん｡今迄のような物質でない物質の世となるのであるぞ｡(日月神示)
三次元の物質波動の世界から､四次元以上の霊的波動の世界になる｡そこには物質界の元となっている本当の山や川もある｡私達の魂はもともとその世界にも行き来している(眠ったとき)のだが､新しい時代になると､そちらの世界に移っていくという｡ただ､この半霊半物質の世界にいるのは千年の間だけということで､その後はいよいよ本格的な神の国に移るようだ｡
・聖書にも日月神示にもそのことが述べられているが､千年後のことだし､私達が半霊半物質のミロクの世にいけるという保証もまだないので､これ以上のことは触れない｡
■ ２００３年から正念場を迎えている
文明なくせんと申してあろうが､文明残してカスだけ無(のう)にいたすのぢゃ｡　　　　　　　　　　　　(日月神示)
金のいらぬ楽の世になるぞ｡(日月神示)
・現文明はなくなってしまうのではないということだ｡｢カス｣がどの部分なのかは判らないが､お金が要らないということだから､銀行や証券会社､消費者金融などはなくなってしまうのかも知れない｡
子(ね)の歳真ん中にして前後十年が正念場｡世の立替は水と火とざぞ｡　　(日月神示)
・これからやってくる最初の子の歳は2008年です｡その年を真ん中にして前後１０年｡つまり､前に５年､後に５年ということです｡2003年から2012年ということになる｡
・｢世の立て替えは水と火｣となっている｡台風や大洪水､そして地震や自然発火などによる火災､あるいは人工的な施設の爆発による火災､(※原発？)など､水と火による洗礼を受けるという｡すでにその通りのことが世界各地で起こりつつある｡地球の次元アップに向けて､いよいよ正念場だ｡
⑦《 奥義編 》人類のカルマはどうすれば清算できるのか 
■ プロローグ 
この世の終末を迎えつつある私達にとって大切なことは､｢どのような生き方をすればよいのか(幸せになれるのか)｣と考える前に､
｢いま何のために生きているのか(この人生の目的は何なのか)｣と自分に問いかけてみることだ｡
たとえば､私達の生命の足場となってきたこの地球が間もなく崩壊し､人間が住むことのできない星になるかもしれないとしたら､私達はそのことをどのように受けとめたらよいのか｡｢偶然生を受けた地球という星の上で､結構楽しい思いもしてきたから､死んでも悔いはないよ｣ということでよいか｡はたして､人をそのような考え方に導くことがこの宇宙の意志だったのだろうか｡
■ 人は神になるための道程である
・今人類は､哲学と科学の両分野からのアプローチによって､人類が目指していくべき本来の方向を理解し始めている｡それはある意味では｢神の意図｣といえるものかも知れません｡一口に表現すると｢人は神になるための道程である｣｡
・私達がこの地球で輪廻転生を繰り返し､いくつかの肉体を乗り換えながら学んできたのは､まさに神に近づくための心の持ち方だったのだ｡そして､私達に気づきを与えるメカニズム(法則)が､まさにその神の意志によって完璧に作られていることが理解されるようになった｡
・私達は宇宙のスーパーパワー(＝法則・創造主・絶対神)と同じ次元に近づくために､いま人間という形をとって魂を磨いているのだ｡そのことを哲学も科学も同時に気づき始めている｡
・宇宙の絶対神としてのスーパーパワーが準備したメカニズムは､最先端にある人類の英知では｢波動の法則｣として理解されています｡私達が認識できる物質や現象の究極の姿は｢波動｣だったのです｡そのことを仏教の創始者は2500年前に理解していたらしく､般若心経という短い経文の中に見事に表現していることがわかった｡私達がこの宇宙を理解するためには､つまり神の意図を理解し､神に近づいていくためには､この｢波動｣のもつ性質を知ることから始めなくてはいけない｡というより､｢波動｣の性質を知ることができれば､私達は神の意図を､そして私達の生の意味を､理解することができるということだ｡
・ここで波動の法則についておさらいをしておく｡
(１) この宇宙に存在する物は､物質や現象だけでなく精神作用までも､すべて波動である｡つまり､宇宙は波動そのものである｡
・般若心経がすばりそのことを表現している｡｢五蘊皆空(ごうんかいくう)｣という言葉で､｢色(物質・現象)｣も｢受想行識(精神作用)｣もみんな｢空(波動)｣であることを看破している｡そして､その｢空(波動)｣が様々な物質や現象をつくり出すのだということを見抜いている｡科学の世界では､量子力学という最先端の科学が､近年になってようやくこの2500年前の仏教の認識に到達したということだ｡
(２) 波動の周波数(振動数)の違いによって､この宇宙は何層もの世界が重なってできている｡
・私達が認識できるこの世界は､時間と空間からなる三次元世界ということになる｡波動の粗い物質次元の世界だ｡しかし､同じ空間には肉体を離れた霊の住む世界や､更に精妙な波動で構成された高位次元の世界が何層にも重なっていると言われている｡
(３) 波動にはいくつかの普遍的な性質がある｡
よく似た波動が引き寄せ合う｢類は友を呼ぶ｣法則､強い波動が影響を与えて回りの波動を変えていく共鳴の法則､発信した波動と同じものが返ってくる作用・反作用の法則などがあると言われている｡
本題である､｢終末におけるカルマの清算｣というテーマを考える｡
■ カルマはなぜ生まれるのか
・｢カルマ｣とは何かというと､これは日月神示では｢メグリ｣と呼んでいる｡つまり､私達の発信したものと同じものが､ブーメランのように戻ってくる(めぐってくる)ということだ｡この方が波動の性質をよく表しています｡
・｢カルマ｣という言葉は｢作用と反作用｣を意味するサンスクリット語から来ているというが､ヒンズー教では｢神との合一を遂げようとする魂の努力｣という意味を含む｡
・今日的な言い方をすれば､カルマは｢原因と結果の法則｣ということになる｡その原因は今の人生で創られたものとは限らない｡むしろ､多くは輪廻転生を重ねる中でつくり上げられたもので､私達がこの人生の中で気づき､改めていかなければならないものだと理解すべきだ｡
・私流の表現では､カルマとは｢過去生も含め､これまでの人生において魂が作り上げてきた波動の傾向｣ということ｡そして､その第一原因となっているのは私達の｢心の癖｣である｡
■ カルマはどうすれば解消することができるか 
・カルマは｢過去生や現世において魂が作り上げ､強化してきた波動の傾向｣｡カルマも波動だから､波動の法則が当てはまる｡
・波動には｢類は友を呼ぶ｣という性質があります｡発信された波動は同じ波動を引き寄せてくるということで､｢笑う門には福来たる｣｢人を呪わば穴二つ｣といった諺を使って説明してきた通りです｡
・私達は日常的に言葉や心を使って波動を発信している｡
・私達が言葉にしたこと､頭で考えたことはすべて､潜在意識の中に記憶され､蓄積されていく｡そのことを仏教では｢因をつくる｣と言う｡この｢因｣がカルマのことなのだ｡
・仏教では｢善因善果､悪因悪果｣と言って､良い波動の傾向は良い現象を引き寄せ､悪い波動の傾向は悪い現象を引き寄せることになると教えている｡
・また､一度潜在意識の中に植え付けられた｢因｣は､自然に消えていくことはない｡それは必ず形をとる｡逆に､｢形をとれば消えていく｣ということもできる｡｢因｣が潜在意識の中で大きく育っていく前に､｢果｣となって発散されるほうが有り難いのだ｡前に､｢すぐ風邪などの小さな病気にかかる人は大病を患うことがない｣といったが､それはカルマが大きく育つ前に小出しにしているからだ｡
・人によっては､｢いま私が病気になったらわが家は大変なことになる｣ということで､病気などしてたまるかとばかりに､気力で病気を振り払う人もいる｡確かに､病気を恐れるという心の癖を持つよりはすばらしいことかも知れないが､病気という形で出ようとするカルマの出口をふさいでも､その代わりに経済的に困窮するという形でカルマを払わされることになるかも知れない｡
・そのようなカルマの原因となる心の癖を直して､潜在意識の中の良くない波動を強化しないようにすることがカルマ解消の一番の近道だ｡しかしながら､これがなかなかむずかしいのだ｡
■ 人類は清算できないほどのカルマを抱えてしまっている 
・私達の潜在意識の中には､この終末までに清算しておかなければならないカルマが大なり小なり蓄積されている｡
それは私達の運命や肉体に､不運な出来事や病気・怪我などの形で影響を与えることがわかっている｡また､１回の人生で清算できないような大きなカルマは､生まれ変わった次の人生へと持ち越されることになる｡
・先祖や国､民族､人類全体のカルマは､関係する魂が背負わされることになっている｡カルマは必ず誰かが清算しないと消えないからだ｡個人のカルマは個人の病気や怪我､その他の不運な出来事として形を現す｡同じように､先祖代々のカルマや国のカルマは､それぞれその子孫や国民の不幸な出来事として形を現すのだ｡私達に気づきがない場合は､形を現したカルマを見て恐れたり､憎んだり､呪ったりする｡そのことによって､また新しいカルマの原因をつくってしまう｡このようにカルマがますますふくらんできて､もはや人類全体のカルマを人類自身の手で清算することができない状態になっているのだ｡人類の集合的無意識からあふれ出したカルマが地球意識を汚染し､物質地球そのものの破壊という形でカルマの清算が始まっている｡これが終末現象ということだ｡
■ 過去のカルマをなくすにはどうすればよいのか 
カルマは形(現象)をとることによって発散されていく｡再び同種の波動を潜在意識の中に送らなければ､つまり新しい｢因｣を追加しなければ､古い｢因｣は｢縁(きっかけ)｣を得て､｢果｣として形をとり､消えていく｡
・蓄積されたカルマの量が大きければ､１回では発散しきれないため､小分けして発散されることになる｡その場合はいくつかの｢果｣が続けて起こることになる｡それが俗に｢不幸が重なる｣といわれる現象だ｡
・いずれにせよ､過去につくったカルマをなくしていくには､発散させるしか方法はない｡カルマも一種のエネルギーだから､エネルギー不滅の法則どおり､別の形に変えるしかない｡つまり､病気や怪我､人間関係のもつれなどの現象に形を変えるしかない｡
・しかしながら､私達は常にマイナスとなるような悪い波動だけを発信しているわけではない｡誰でも､自然界の植物や小さな生き物に対して愛情を注いだり､地球環境を大切に考えたりと､プラスとなる波動を発信しているはずだ｡
・実は､そのようなプラスの想念は､潜在意識の中ではマイナスの想念を中和する働きをしてくれる｡蓄積された悪想念が中和されることによって､カルマが形をとる場合にマイナス部分が減っているので､大難も小難に変わるのだ｡
・このように､過去生でつくってしまったカルマを解消するためには､カルマの原因となるマイナスの波動を発信しないことと合わせて､プラスの波動を積極的に発信していくことが大切だ｡
■ 懸念､残念､執念､怨念はマイナスの波動 
・カルマの原因となるマイナスの波動をつくるのは｢心の癖｣｡心の癖は私達の口をついて出てくる言葉までも左右する｡｢困った｣｢疲れた｣｢いやだ｣｢だめだ｣｢死にそう｣｢腹が立つ｣｢許さない｣などと言ったマイナスの言葉が出てくるのも､私達の心の癖からくるものだ｡
・そういう意味では､私達がどのような心の癖をもっているかを知っておくことが大切だ｡それは､逆にいつも口をついて出てくる言葉から類推することができる｡一度あなたの口癖がどんなものか､周りの人に聞いて点検してほしい｡
・特に注意すべきだと思う心の癖､つまり｢念｣は以下の４つ｡
(１) ｢懸念｣
・ずばり｢心配癖｣｡まだ起こっていない未来の出来事について心配する｢取り越し苦労｣は､マイナスの波動となって潜在意識の中のカルマを育てる｡
(２) ｢残念｣
・終わってしまったことをいつまでも悔やむ心はマイナスの波動となる｡いわゆる｢過ぎ越し苦労｣癖は一刻も早く直す必要がある｡
・仏教集にある例としてある修行僧とその弟子が旅をしているときに､川岸にたどりついた｡歩いて渡れるほどの浅い川なのですが､着物姿の一人の女性が渡りかねて困っていた｡そこでお坊さんは親切心から､その女性を背中に背負って向こう岸に渡してあげた｡その女性と別れて旅を続けていると､どうも弟子の表情が暗い｡そこでその理由を聞くと､｢和尚様は日頃から､修行中は女性に心を動かしてはいけないと言われるのに､さきほどは若い女性を背中に背負ったではありませんか｡これはいけないことでは…｣と言う｡
そこでこのお坊さんが言った言葉が愉快なのだ｡
｢なんだ､おまえはまだあのお女中を背中に背負っているのか｡私はとっくの昔に降ろして､もうそのことなど記憶にも残っていなかったのに｣と笑われたという話です｡お弟子さんは､修行僧が背負った女性を自分も心の中で背負って､それをいつまでも降ろすことができずに､心に残していたというわけです｡過去の事象に念を残すことの愚かさを教える楽しいお話だ｡
・私達も､済んだことをいつまでも思い煩うことがないようにしたいものだ｡
(３) ｢執念｣
・物事にこだわることを意味している｡これまでは､勝負や競争において､勝利にこだわることはよいことと思われてきたが､これは仏教でいうところの煩悩を生み出す原因となる｡｢負けた悔しさをバネにする｣という生き方は新しい時代にはなくなると思われる｡いずれにしても､ある特定の考え方にこだわりすぎて柔軟性を失うことは､波動を高めるうえではマイナスになってしまう｡そういう意味では､これを｢固定観念｣と置き換えてもよい｡
・このあとにも出てくる｢１００匹目のサル｣の話では､すべてのサルたちが芋を洗うようになった後も､ボスザルとその取り巻きの一部のサルだけは､いつまでたっても芋を洗うことはせず､土が付いたまま口に運んでいたという｡
(４) ｢怨念｣
・これはマイナス波動の最大のものだ｡人を憎む､世の中を呪うといった波動は､ひとたび潜在意識の中に蓄積されると､なかなか消えることはない｡そして､｢類は友を呼ぶ｣の法則どおり､私達の回りに恨みに思うような出来事を次々とつくり出していく｡
■ 私達の意識は人類の集合意識とつながっている
・この潜在意識のことを､ユングは｢無意識｣と命名し､｢個人的無意識｣と｢集合的無意識｣に分けて説明している｡個人的無意識は個人ごとに違いがある｡肉体の特徴や健康面の違いなどは､個人的無意識の違いを反映している｡
・その奥にある集合的無意識は人類全体が共有する意識のことで､これも個人はキャッチ(認識)することはできない｡
・水に浮いた氷山を思い浮かべてみてほしい｡水面よりも上に出ている氷の部分が顕在意識だ｡これは私達が認識する(見る)ことができる｡そして､水面の下に隠れて見えない部分が潜在意識にあたる｡
・この潜在意識のなかでも､水面に近い部分が個人的無意識､それより深いところにあるのが集合的無意識｡そして､この集合的無意識は深い深いところでは一つの塊となって､地球意識や宇宙意識へと繋がっている｡
・逆に考えると､水中の深いところに一つの巨大な氷の塊があって､そこから氷が枝のように分かれて無数に突き出しており､それぞれの枝の先端部分が水面の上に現れているというイメージだ｡その一つ一つの突き出した枝の部分が私達人間ということだ｡
・私達は､普段は水面の上に出ている顕在意識しか認識することができないから､人間は一人ひとり別々のものであると思っている｡まさかその心の奥深いところで､氷山のような一つの大きな意識体に繋がっているとは思えない｡そのため､私達が考えたことが他の人たちに伝わることなど､考えてもみなかった｡ただ､｢人の悪口を言うと必ずその人に伝わる｣といった考え方があったのは確かだ｡そのメカニズムは､この氷山の例で理解できたと思う｡
・私達は毎日心を動かしているが､その心の動きは波動として潜在意識に蓄積され､さらには人類の集合的無意識の中にも蓄積されていく｡逆に､集合的無意識の中に蓄積されているさまざまな波動は､人の潜在意識に影響を与え､時には顕在意識の中にも｢ひらめき｣や｢胸騒ぎ｣｢予感｣といった形で伝わってくることがある｡潜在意識の中は物質の束縛のない波動の世界だから､すべての波動が瞬時に行き交っているということだ｡月に行ったアポロ飛行士が､｢月面では疑問に思ったことに対する答えが瞬時に返ってきた｣と語っていたが､これも肉体の束縛が軽くなった結果では｡
・新しい地球で､人がこの波動の粗い肉体の束縛から離れたときに､心がどのような働き方をするかを想像することができると思う｡やはり､この終末において､人は芋虫から蝶に羽化するのだ｡
・このように､私達の意識は集合的無意識や神次元の意識ともつながっていて､相互に影響し合っているということ｡そういう事実が､最近の科学の進歩によって理論的に裏付けられ､立証されつつある｡
■ 人の意識がつながっていることが実験で証明された 
・人の意識が見えないところで繋がっていることを証明したのは英国で行われたシンクロニシティ(共時性)の実験だ｡
・イギリスの国営放送が､テレビの科学番組で実験を行なった｡まず､司会者が１枚の隠し絵を出す｡それは意味のないまだら模様のように見えるが､補助線をひとつ加えることによって人の顔など意味のある形になる｡そのようにして何枚かの未完成の図形をみせ､今度はその答えを教え､完成した図形を見せる｡そして､その番組が放映される前と後に､テレビ番組を見ることのできない外国の人を５千人選んで､同じ隠し絵を見せ､隠された絵を当てさせた｡その結果､放送前よりも放送後の方が､明らかにすべて正解率が高かった｡また､番組の中で正解を教えなかった図形については､放送の前と後で正解率にほとんど差がなかったという｡これは､まさに人間版の｢１００匹目のサル｣現象といえる｡
・私達は｢人間｣という同じ種類の波動を持つ生き物なので､イギリスの人たちの意識の変化が､波動によって他の国の人たちにも伝わり､感度のいい人はその答えがひらめいたということ｡私達の潜在意識は奥深いところで人類の集合的無意識とつながっているので､その変化を嗅ぎ取って､人の顕在意識に伝えてきたに違いない｡
・ここで｢１００匹目のサル｣の話をもう一度思い出してほしい｡宮崎県沖の幸島という小さな島に住む野生の猿たちの中で､最初は小さなメス猿一匹から始まった芋洗いの習慣が､少しずつ他の猿に広がっていって､１００匹目のサルが芋を洗って食べたとき､島全体の猿がいっせいに芋を洗って食べるようになった｡‥‥と言う｡この１００匹という数字は象徴的に表現されただけのことで､ある一定数すなわち閾値のことを意味している｡
・ここまでは､文字通り｢猿真似をした｣ということで説明できるかも知れないが､全く離れた場所にある大分県の高崎山の猿までが､同じ時期に芋を洗って食べるようになったという｡このことは､猿の意識が深いところでつながっていると考えるしかない｡他に説明のしようがない｡
・そして､その意識の深いところでの変化が表面に一斉に出てくるポイント(閾値)のことを｢１００匹目のサル｣と呼んでいる｡個々の猿の意識が一定数まとまると､それが全体の意識に影響を与えるということだ｡
・この終末現象の中で､人類の中に新しい気づきを得た人が少しずつ増えていき､その数がある一定数に達したとき､その気づきが人類の共通認識として爆発的に広がるのではないか｡気づきを広げることの大切さはそこにある｡
・人間の個々人の意識は深いところですべてつながっていることを､ぜひとも心に留めておいてほしい｡
■ 人類の意識の乱れが地球の波動を乱している 
・人類の集合的無意識のさらなる奥には､ガイア(地球)意識というものがあると言われている｡つまり､地球の意識だ｡
・地球も私達と同じように生きていて､意識つまり心を持っている｡そして､そのガイア意識には､人間の意識はもちろん､動物､植物､鉱物に至るまで､地球上のすべての造形の意識がつながっている｡
・人類の意識とガイア意識の関係を考えると､地球上で見られる地震や洪水､山火事､竜巻､干ばつといった異常気象の数々は､すべて人類の意識すなわち波動の乱れから起こっているということが言える｡それは文字通りカルマが形をとって消えていく過程なのだ｡
■ 潜在意識という魔法の国に住む波動大魔王 
・｢潜在意識王国｣という魔法の国に“波動大魔王”というあなたの召使いが住んでいると考えてほしい｡波動大魔王はあなたの命令を魔法の国に伝達することを役目とする忠実な召使いということができる｡
・この潜在意識王国に通じる扉があなたの中にある｡おそらく肉体としてみれば脳の中にあるだろう｡あるいは脳そのものが扉であるという考え方もできる｡波動大魔王はこの扉から出入りして､ご主人様であるあなたの命令書を受け取り､それを潜在意識王国に届けるのが役目なのだ｡
・潜在意識王国は､あなた個人を担当する係り(個人的無意識)と､人類全体を担当するセクション(集合的無意識)とに分かれている｡
・あなたが特別意識もしないのに､心臓を初めとする肉体の各器官が規則正しく働いて､あなたの命が保たれているのは潜在意識王国の働きによるものだ｡
・波動大魔王は､あなたから命令書を受けとると､それを忠実に潜在意識王国に届けてくれる｡しかし､あなたは多分､自分が波動大魔王に普段どのような命令書を渡しているかについて､ほとんど意識がない｡それでも､あなたが､言葉や､感情､行動､イメージなどの波動によって､波動大魔王に命令しているのは確かなのだ｡
・つまり､あなたが見たこと､言ったこと､聞いたこと､イメージしたこと､思ったこと､‥‥がすべて波動大魔王に対する命令となっている｡
・それらの命令を波動大魔王は“波動”に翻訳して理解する｡その“命令”の内容は大変バラエティに富んでいて､中には相矛盾する内容もあるので､波動大魔王も迷うことがある｡
・一般論で､恋人に対して言葉では｢あなたなんか嫌い！｣と言っていても､心の中で｢大好きよ｣とささやいていたり､親に反発する子供のことで｢あんなやつはほっとけ！｣と強がりを言いながら､心の中では｢ちゃんとしてやらなくては｣と考えるなど､表面と内面が違う場合も多い｡
・波動大魔王はご主人様の本当の命令は何かを理解するために､いくつかのルールを持っている｡そのルールさえ知れば､私達は波動大魔王を正しく活用することができる｡この間の心理学の研究で解明されてきたそのルールを､次に明らかにしていく｡
■ 波動大魔王を思い通りに働かせる方法 
・波動大魔王を思い通りに働かせる－本当の命令を見分ける
(１) 心で思うだけよりも､言葉として発信された波動が強い命令となる｡
・単に心の中で思ったことよりも､言葉として発信されたことのほうが強い波動となる｡言葉は発信した(口に出した)段階で､自分が耳で聞いているから､二重の効果がある｡
(２) 繰り返し発信される波動は強い命令となる｡
・同じもの(言葉､思い､イメージなど)が繰り返されると､その効果は倍増されていく｡たとえば､病気の人が｢病気はいやだ｣｢病気はしんどい｣｢早く病気が治ってほしい｣といった言葉をいつも口にしていると､波動大魔王はその中の｢病気｣という言葉をご主人様の命令と受けとる癖がある｡
・そして､それをそのまま潜在意識王国に伝えるので､ますます病気の状態を長引かせることになる｡
・また特定の人に対する嫌悪感や憎しみ､苦手意識などの念は､その人の顔や動作のイメージとして発信されるので､それをたびたび心に浮かべることによって波動大魔王への強い命令となっていく｡
・それは潜在意識王国の中で､なかなか取り消すことのできない命令､つまり｢岩に書いた文字｣となっていく｡
・あることを強く願い､その願いを持ち続けると､波動大魔王に対する強い命令として受け止められる｡ただ､この場合でも､｢既にそれが実現した｡嬉しい｣と､喜びや感謝の気持ちが持てるまで願う必要がある｡｢～らしく振る舞う｣ことも非常に効果がある｡
(３) イメージとしてビジュアルに表現される波動は強い命令となる｡
・言葉よりもイメージの方が､波動大魔王は理解しやすい｡
・動きのある鮮明なイメージの場合は､そのイメージ通りの状態を潜在意識王国に届けてくれる｡
・例えば､大学の入学試験に合格したいと思ったら､自分がその大学の合格発表の場所で友達に胴上げされている姿をイメージする｡自分の体が何回も宙に浮く感触まで得られるならば､その願いは必ず実現するだろう｡もちろん､２年後に実現ということもあり得るが‥‥｡
・ただし､これが大事なことですが､試験勉強を全くせずに､ただイメージすることだけをやっていても､試験に合格することはない｡その理由は､すでに私達の潜在意識王国の中には､｢勉強しないと試験には合格できない｣という集合的無意識が潜んでいるから｡だから､胴上げのイメージを作ろうと思っても､一方で｢やはり勉強しないと無理だろう｣という心の中のささやきが波動大魔王を幻惑してしまう｡
・最近､スポーツ選手の間でもイメージトレーニングの手法がはやっているが､これはアメリカの研究所で科学的に実験され､実証されている｡この場合も､イチロー選手のように､練習をしっかりとやることが必要条件となる｡
・その上で､イメージという形で波動を発信すると､波動大魔王が潜在意識王国に正確に伝えてくれるので､実現の可能性が高くなる｡
(４) 無心の状態で受発信される波動は強い命令となる｡
・お経を読みながら､あるいは特定のマントラ(呪文)を唱えながら､普段の心を無にした状態で受発信された言葉やイメージを､波動大魔王は強い命令として受けとり､潜在意識王国へと伝達してくれる｡
・催眠術にかかった状態や､眠りにつくまえの半睡眠状態､目が覚める寸前のまどろみの状態などでは､潜在意識王国への扉が半開きになっているので､波動大魔王は私達の心の中身をしっかり読みとって命令書として受け取り､直ちに潜在意識王国に伝えてくれる｡｢砂に書いた文字｣を例に出して､眠りにつくまでに心の中の良くない波動を清算しておくことが大切なのはそのため｡
(５) 大勢の人が同時に発信する波動は非常に強力な命令となる｡
・集団でお経を唱えたり､お祈りをしたりするときは､波動の共鳴現象が起こるので､その波動はさらに強大なものになる｡発信者への影響はもちろん､人類の集合的無意識や地球意識に与える影響も大変大きなものになる｡それぞれの人の波動大魔王がいっせいに潜在意識王国に同じ命令を伝えるから､動きも早く大きい｡　
・終末のカタストロフィーを前にして､私達人類が恐怖の念に包まれるか､それとも迫り来る新しい地球を夢見て､希望に胸をふくらませることができるかによって､地球の次元アップがスムーズに行くかどうかが影響される｡
・このホームページを通じて､同じ考え､同じ気づきを持つ人を増やすことの大切さを力説しているのはそのためだ｡
・潜在意識王国はどのような働きをしているのか
・まず､私達の｢脳｣という肉体器官を使って､肉体全般の機能がうまく働くようにコントロールしている。

・私達の潜在意識王国には､私達が前世でつくったカルマや､先祖や国などのカルマが貯め込まれているので､白紙の状態でスタートできるわけではない｡
・また､多くの信頼できる霊界通信によれば､これまでの生まれ変わりの過程では､人は霊界で､次にどのような肉体を持つことがカルマの修正に役立つかということを計算して生まれてくると言われている｡…生まれながらに肉体にハンディキャップがあったり､経済的に恵まれない家に生まれたりする人もいれば､反対に肉体の能力に優れ､女性であれば美貌に恵まれたりする人など､…個性がある｡
・それぞれの魂のレベルに応じて､いろいろな環境や肉体の条件を持つことが､カルマの修正に最も効果的であるからだ｡しかし､人は肉体を持ってしまうと霊界における決意を忘れて､逆に新しいカルマをつくってしまう場合もある｡
・カルマという言葉は､ヒンズー教では｢神との合一を遂げようとする魂の努力｣という意味があるが､これほどカルマの意味をすばらしく表現した言葉もない｡
・私達の人生における経験は､すべて魂を磨き､神次元の存在に近づくためのものだ｡与え合いながら､学びながら､楽しみながら､私達は魂の向上に努めてきたのだ｡私達人類が､手探りの状態ながら目指す方向を間違えずにここまで来れたのは､｢カルマの法則｣という素晴らしい羅針盤があったからなのだ｡
・私達は､私達の人生や運命を左右する潜在意識王国の中を直接のぞくことはできない｡しかしながら､この三次元の世界に展開されるさまざまな出来事が､実は潜在意識王国の姿を映し出しているということがわかってきた｡
■ 人は自分の人生を自ら選び取っている
・人は何回となく生まれ変わるなかで､心の状態と自分の周囲に起こることとの関係について学んできた｡その過程を通じて､人の運命とは自分の中にあるものが外に現れているだけだということに気づいた｡
・私達自身に起こる現象を見ていると､私達の心の中にあるもの､つまり潜在意識王国の中に蓄積している波動の傾向がわかる｡そういう意味では､人は皆､自分の人生を自ら選び取っている｡魂が進化していくプロセスを､人生の体験として自分の意志で選択している｡
■ 人生に登場してくる悪役に感謝できるか
・私達の潜在意識王国に住んでいるものが外に現れるわけだから､私達が悪と見ているものも､それは私達の外にあるのでなく､内側にあるということだ｡内側にある波動の傾向が｢類は友を呼ぶ｣の法則によって､同じ傾向の波動を引き寄せて､この三次元のスクリーンに映し出して見せてくれている｡その中には大変な悪役を引き受けてくれる人もいる｡
・飲酒癖が悪く､いつも暴力を振るう夫であったり､金銭感覚がなく浪費癖のひどい妻であったり､自分を目の敵にする上司であったり､‥‥と､自分を人生の主人公としてみた場合にもっとも恨めしい存在――まさに悪役です｡程度の違いはあっても､自分の人生にブレーキをかけていると思われる存在が､誰にでも一人か二人はいたはずです｡
・ところがそのような形で自分を苦しめる存在こそが､私達のカルマを発散させ､潜在意識王国の浄化を手伝いながら､同時に私達に気づきを与えてくれる大切な脇役だった｡前世や前々世からの因縁の魂ということもあるだろうが､いずれにせよ､この人生で私達を苦しめる役､悩ませる役として登場した大切なキャストなのです｡
・そういう大切な役回りをしてくれている人に対して､私達が憎しみや恨みの気持ちをもつと､せっかく発散してもらったカルマがまた新しい波動として潜在意識王国に蓄積されてしまう｡ここで､そういう悪役をしてくれる人に感謝することが､私達の魂を磨くうえでとても大切なことだ｡
・聖書の中でイエスが｢敵さえも愛しなさい｣と教えているのは､決して人道的､倫理的な意味合いからではなく(そういう意味もあるとは思うが)､そうしないと人のカルマが消えず､終末の大掃除のときに次元アップができないから｡
■ サタンにも破壊役としての大事な役割がある 
・終末に関する研究を進めてきた結果､今回の終末の立て替え・立て直しは､私達の外に見えている物質世界のことでなく､その世界を作り出している意識の世界､つまり潜在意識王国の立て替え・立て直しであるということだった｡
・まずは私達一人ひとりの個人的無意識から始まって､人類の集合的無意識､さらにはガイア(地球)意識､そして宇宙へと広がる無限の意識の立て替え・立て直し､つまり次元アップが行なわれるのだ｡
・試みを受けて勝ち得た善こそ､本当の善である｡闇から見いだした光こそ光である｡悪に勝った正義こそ正義であって､正義だけが一人歩きするものではない｡
旧約聖書のヨブ記にはこの事が書かれている｡卑近な例をあげるなら､幼子の無邪気は美しいものだが､それは脆弱な美である｡保護されてのみ存続するものである｡神が人類に求めた愛､善､正義､真実は､試練を通らなければならなかったのである｡サタンは…
■ 潜在意識の中のカルマを浄化する方法
私達が終末の立て替え・立て直しを通じて浄化しなくてはならないカルマを大きく３種類に分けて考える｡
・一つは私達個人のカルマだ｡その中には霊的につながっているご先祖様のカルマも含まれる｡
・次は人類全体のカルマだ｡それは集合的無意識の中に蓄積されている｡
・最後が地球のカルマ｡これはガイア(地球)意識の中にある｡
私達人類は､これから力を合わせて､この３つのカルマの清算をしていかなくてはならない｡
・もう一度､個人の潜在意識(個人的無意識)を小さな川に例える｡その川がいくつも流れこんで人類の集合的無意識という大きな川となっている｡その川の先にある湾がガイア意識､そして宇宙意識という大海へとつながっている｡
・私達の川がいろいろなゴミや汚染物質で埋まっていて､流れが悪いと､水は腐敗してしまう｡そして腐敗した水がいくつもいくつも大きな川に流れこんでいる｡それでも､これまでは大きな川がその水を浄化し､きれいな流れにしてくれていた｡だから､腐敗した水が湾に流れ込むことはなかった｡今､いつの間にかその湾が悪臭漂う深刻な状態になっている｡そろそろ大掃除をしないと､湾そのものが汚染物質で埋まり､また湾から海に汚染物質が流れ込んでいくかも｡
・そこで､これからこの地球という湾と､そこに汚染された水を運んでくる人類意識という川､その川につながる一人ひとりの小川も含めて､一気に浄化しようというのが､今回の終末の意味なのだ｡浄化の方法は(喩えれば､)集中的な大豪雨ということになる｡
・流れの悪い川は氾濫する｡壊れてしまう｡｢それでは可哀想なから｣と日月神示の神様はおっしゃってくださっている｡｢だから､自分で川の流れをよくしておけ｣と｡　私達の潜在意識の中に蓄積されているカルマの清算は､もう待ったなしなのだ｡
・どうやってそのカルマの清算をすればいいのか｡宗教団体に入って､お経を読んだり､祈りを捧げたらカルマは消えていくのか｡あるいは出家してお寺にこもり､ひたすら座禅を組めばよいのか…｡
・私自身が信じ､実践していること､フツーの人でも十分できることを２つだけご紹介する｡これが､この章のタイトルにもなっている｢奥義｣なのだ｡あまりにも簡単すぎて､拍子抜けをされるかも知れませんが､｢オオギなお世話｣とはおっしゃらないでください｡真面目な話なのです｡
■ カルマを解消するための黄金のルール
(１)　あなたのこれまでの人生に､お礼を言いましょう｡
・私達がどのようなカルマを背負っているかを知る方法はいくつかある｡たとえばあなたの口癖となっている言葉を周りの人に聞いてみてほしい｡いつも｢ラッキー！｣｢幸せっ！｣という言葉を使っているか､
・前者はいつも今に感謝し､｢私はついてる｣というプラスの気持ちを波動大魔王に命令していますので､それは多分､潜在意識の中でプラスの働きをしてくれている｡しかし､実はここに落とし穴がある｡自分や自分の身近な人たちの幸せだけを願い､その実現を喜ぶ気持ちは､波長としてはそれほど高くない｡まして､他人と競争して手に入れた幸運を喜ぶ気持ちは､もう卒業しないといけない時期に来ている｡
・｢個は全体のために｣と言った｡｢個は個のために｣でとどまっている人は､残念ながらまだまだ清算しなくてはいけないカルマを持っていると思った方がよいだろう｡
・実践していただきたいことは､まずあなたのこれまでの人生を振り返って､出会った人､起こった出来事の評価をし直し､すべてを感謝の対象とみてお礼を言うことだ｡小・中学生時代にあなたをいじめた人は､いじめるという役割を演じて､あなたにカルマの内容を教えてくれた恩人なのだ｡だから､いじめてくれたことに感謝し､お礼を言わなければならないのだ｡少なくとも､せっかくの恩人を恨んでいるようでは､あなたのカルマは消えない｡
・また､思い出したくないイヤな出来事､たとえば希望校の入学試験に落ちたとか､恋人が他の異性を好きになって自分を振ったとか､…苦い思い出を記憶のテーブルに載せて､そのことに対しても一つひとつお礼を言う｡そのことによってあなたのカルマが発散されたことになる｡もっと大きなカルマに育ってしまうところを､途中でガス抜き(カルマ抜き)をしてくれる出来事だったのだ｡日月神示にも､｢人に悪口を言われるということはメグリ(カルマ)をとってもらうことだ｣と述べられている｡過去の不幸な出来事は､私達のカルマが発散されたのであって､それは感謝すべきことなのだ｡
２)　あなたの｢今｣に感謝する言葉を毎日発信しましょう｡
・鏡を見て､そして声を出して感謝の言葉を述べてください｡以下に､その一例をご紹介しますので､感謝するとはどういうことかをつかみ取っていただきたい｡
多分､大半の方には｢釈迦に説法｣だと思いますが‥‥｡
・今日もこうしてあなた(鏡)に向かって感謝の言葉が述べ　られることを幸せに思います｡ありがとうございます｡
・今日もいつものように目を覚ますことができて幸せです｡　　　　　ありがとうございます｡
・今日もちゃんとおいしい朝の食事がいただけて幸せです｡ありがとうございます｡
・今日も家族に元気な挨拶をすることができて幸せです｡ありがとうございます｡
・今日も出勤できる素晴らしい職場があって幸せです｡ありがとうございます｡　　‥‥‥‥｡
・今日も一日元気に過ごすことができて幸せでした｡ありがとうございます｡(就寝前)
・こうして感謝の言葉と気持ちを波動大魔王に命令しておけば､私達の潜在意識の中のカルマが､共鳴の法則によって徐々に浄化されていく｡新しいカルマの原因をつくらない努力はもちろん必要だが､更に効果的なのは､プラスとなる波動を大いに発信することだ｡発信するにあたっては､この章で述べてきた｢波動大魔王を思い通りに働かせる方法｣をぜひとも参考にしていただきたい｡
■ エピローグ　　著者関連リンク集
· 出口王仁三郎　三千世界大改革の真相　中矢伸一著　　ＫＫベストセラーズ　１９９３年刊
· 中矢伸一著　真正日本神道　ＫＫベストセラーズ　　１９９４年７月
なわさんのHP、他の関連ページ

※　インディアンのゴースト・ダンスの歌
※　『蝶になる日』　吉丸　房江より
※このHP版は随分早くに出会っていましたが､本を通してやっと読み込み､まとめ上げることができました。
勝手な作業､お許しください｡

夢の見続け方、夢の実現の仕方を学び合い、迷路に迷い込んだら支え合えるところが当方
幸せ研究所　知多クリック　http://www.chitac.com/
　以上皆みな様からの学びです。ありがとうございます。2011.8.2
